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対応する携帯で読み取
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ムページを表示します。

QRコード

七夕
■７月７日はまだ梅雨の最中であり、なかな
か天の川を見ることができません。実はこの
七夕、古来は旧暦（天保暦）で行われていたも
の。現在使われている暦では、今年は７月
31日がこの日になるそうです。（毎年異なる
ようです）これなら梅雨も明け、晴天率も高
く、夜中には星が良く見えるとき。■各保育
園などでも夕涼み会が行われ、子どもたちが
短冊に願いを書いて飾った七夕飾りを見るこ
とができます。子どもたちの小さな願い、か
なうといいな。

表紙の写真は市内龍地の麦畑。黄金色に色付いた麦
はもうすぐ収穫。夏の感じがちょっとしませんが
「麦秋」というのは夏の季語、これもりっぱな夏の色。

誌面の関係上、今月の「あなたの好きな甲斐市」「自治
会訪問」のコーナーは休ませていただきます。
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市
教
育
委
員
会
は
、
市
民
憲
章
お
よ
び
市
総
合
計
画
基
本
構
想
を
ふ
ま
え

た
上
で
、「
学
校
づ
く
り
」の
基
本
方
針
を
示
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
の
方
針
に
基
づ
い
て
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
の
た
め
に
、
ま
た
、

将
来
の
甲
斐
市
を
担
う
人
材
育
成
の
た
め
に
、
具
体
的
な
施
策
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
市
立
小
中
学
校
の
教
育
活
動
に
対
す
る
指
導
基
本
方
針
を

以
下
の
よ
う
に
設
定
し
ま
し
た
の
で
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

指
導
基
本
方
針

「
す
こ
や
か
な『
甲
斐
っ
子
』を
育
て

る
学
校
づ
く
り
」

●
指
導
基
本
方
針
に
つ
い
て

学
校
教
育
に
お
い
て
、
子
ど
も
が
身

に
つ
け
る
べ
き
力
や
そ
の
力
を
具
体
的

に
ど
の
よ
う
に
し
て
育
む
か
に
つ
い
て

は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
ま
す
が
、
市
教
育

委
員
会
で
は
、
甲
斐
市
の
子
ど
も
た
ち

が
、
よ
く
学
び
、
よ
く
遊
び
、
心
身
と

も
に
す
こ
や
か
に
育
つ
こ
と
を
目
指
し
、

た
く
ま
し
く
生
き
て
い
く
力
を
育
成
す

る
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
ま
す
。

そ
し
て
、
知
・
徳
・
体
の
調
和
の
取

れ
た
子
ど
も
像
を
「
甲
斐
っ
子
」
と
定

義
し
、「
す
こ
や
か
な
甲
斐
っ
子
を
育
て

る
学
校
づ
く
り
」
を
指
導
基
本
方
針
と

し
ま
す
。

こ
の
指
導
基
本
方
針
の
具
現
に
向
け

た
学
校
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
甲
斐
っ
子

の
「
生
き
る
力
」
の
育
成
を
学
校
指
導

重
点
目
標
と
し
て
掲
げ
て
い
き
ま
す
。

■
平
成
18
年
度
学
校
指
導
重
点
目
標

１
豊
か
な
心
を
育
む
教
育
活
動
の
推
進

２
確
か
な
学
力
を
育
む
教
育
活
動
の
推
進

３
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進

●
学
校
指
導
重
点
目
標
に
つ
い
て

１
豊
か
な
心
を
育
む
教
育
活
動
の
推
進

豊
か
な
人
間
性
や
社
会
性
の
育
成
を

目
指
し
、
心
の
教
育
の
充
実
を
図
っ
て

平成18年度学校指導重点目標 

１ 

豊
か
な
心
を
育
む
教
育
活
動
の
推
進 

２ 

確
か
な
学
力
を
育
む
教
育
活
動
の
推
進 

３ 

信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進 
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『
青
少
年
の
非
行
問
題
に
取
り
組
む
強
調
月
間
』

み
ん
な
で
育
て
よ
う
　
地
域
の
子
ど
も
た
ち

伸
び
よ
う
　
伸
ば
そ
う
　
青
少
年
　

７
月
中
は
青
少
年
の
非
行
問
題
に
取
り
組
む
強
調
月
間
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が

社
会
に
お
け
る
自
ら
の
役
割
や
責
任
を
自
覚
し
、
豊
か
な
個
性
と
能
力
を
培
い
、

健
や
か
に
た
く
ま
し
く
成
長
し
て
い
く
こ
と
は
、
社
会
全
体
の
願
い
で
す
。
し
か

し
、
最
近
の
青
少
年
を
め
ぐ
る
状
況
を
み
る
と
、
少
年
の
非
行
は
、
凶
悪
化
・
粗

暴
化
・
低
年
齢
化
し
、
深
刻
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
様
々
な
情
報
が
氾
濫

し
、
青
少
年
の
非
行
や
被
害
を
招
き
や
す
い
環
境
が
増
え
て
い
ま
す
。

■
市
民
全
員
で
有
害
環
境
の
浄
化
に
ご
協
力
を

○
喫
煙
・
飲
酒

子
ど
も
た
ち
が
簡
単
に
酒
類
や
タ
バ
コ
を
入
手
で
き
、
飲
酒
や
喫
煙
に
対
す
る

罪
悪
感
が
子
ど
も
は
も
と
よ
り
、
親
ま
で
薄
れ
て
き
て
い
る
と
い
う
傾
向
が
あ
り

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
は
「
飲
ま
せ
な
い
」「
吸
わ
せ
な
い
」「
買
わ
せ
な
い
」
態

度
を
示
し
、
家
庭
・
地
域
で
子
ど
も
た
ち
へ
の
目
配
り
と
気
配
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
薬
物
・
シ
ン
ナ
ー

「
痩
せ
る
か
ら
」「
違
法
じ
ゃ
な
い
か
ら
１
回
く
ら
い
大
丈
夫
」
と
い
う
こ
と

ば
に
惑
わ
さ
れ
、
薬
物
を
使
用
し
て
し
ま
う
子
ど
も
が
い
ま
す
。
今
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
も
薬
物
が
手
に
入
っ
て
し
ま
う
な
ど
子
ど
も
た
ち
の
身
近
に
薬
物
が
あ

る
こ
と
を
認
識
し
、
他
人
事
と
は
思
わ
ず
身
近
な
問
題
と
し
て
家
庭
や
地
域
で
話

し
合
う
機
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
山
梨
県
で
は
、
薬
物
乱
用
防
止
運
動
「
ダ
メ
。

ゼ
ッ
タ
イ
。」
普
及
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
有
害
サ
イ
ト

今
や
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
携
帯
電
話
を
持
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
携
帯
電

話
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
に
は
危
険
な
落
と
し
穴
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
有
害
サ
イ
ト
へ
の
接
続
を
ブ
ロ
ッ
ク
す
る
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
ソ
フ

ト
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
（
無
料
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）。
ま
た
、
携
帯
電

話
を
持
た
せ
る
場
合
に
は
、
マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
を
よ
く
話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。

い
く
こ
と
は
、
今
日
の
重
要
な
課
題
で

す
。
子
ど
も
に
、
自
ら
を
律
し
、
他
人

と
協
調
し
、
他
人
を
思
い
や
る
心
や
感

動
す
る
心
な
ど
の
豊
か
な
人
間
性
、
た

く
ま
し
く
生
き
る
た
め
の
健
康
や
体
力

な
ど
、
ど
の
よ
う
に
社
会
が
変
化
し
て

も
必
要
な
も
の
と
な
る
「
生
き
る
力
」

を
育
む
教
育
活
動
が
ま
す
ま
す
必
要
と

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
い
じ
め
、
不
登
校
、
暴
力
行

為
な
ど
の
未
然
防
止
や
問
題
解
決
に
向

け
、
各
学
校
の
実
態
に
合
わ
せ
た
取
り

組
み
も
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
配
慮
事
項
】

・
社
会
性
を
育
む
あ
い
さ
つ
運
動
の
推

進
に
努
め
る
。

・
心
の
糧
と
な
る
読
書
活
動
の
推
進
に

努
め
る
。

・
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
に
努
め
る
。

・
道
徳
的
実
践
力
の
育
成
に
努
め
る
。

・
体
力
の
向
上
を
図
る
教
育
活
動
の
推

進
に
努
め
る
。

・
保
健
教
育
お
よ
び
食
教
育
の
推
進
に

努
め
る
。

２
確
か
な
学
力
を
育
む
教
育
活
動
の
推
進

教
育
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
生

涯
に
わ
た
る
学
習
の
基
礎
を
培
う
と
い

う
観
点
に
立
っ
て
、
基
礎
・
基
本
の
確

実
な
定
着
を
目
指
し
、
一
人
一
人
の
個

性
を
生
か
し
な
が
ら
、
学
習
意
欲
を
高

め
る
教
育
活
動
を
推
進
し
て
い
く
こ
と

で
す
。

学
校
に
お
い
て
は
、
知
識
・
理
解
お

よ
び
技
能
の
定
着
を
図
る
と
と
も
に
、

思
考
力
や
判
断
力
、
表
現
力
を
育
成
す

る
授
業
や
集
団
活
動
の
工
夫
を
行
う
こ

と
が
必
要
で
す
。

【
配
慮
事
項
】

・
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
を
生
か
し
、

授
業
に
お
け
る
指
導
の
工
夫
を
図
り
、

授
業
評
価
を
生
か
し
な
が
ら
効
果
的

な
授
業
を
進
め
る
。

・
各
教
科
等
の
授
業
時
間
に
つ
い
て
は
、

計
画
時
数
と
実
施
時
数
を
明
ら
か
に

し
、
学
習
指
導
要
領
の
標
準
時
数
確

保
に
努
め
る
。

・
市
単
教
員
及
び
支
援
員
の
効
果
的
な

活
用
を
図
り
、
個
に
応
じ
た
指
導
の

充
実
に
努
め
る
。

・
自
学
講
座
等
を
実
施
し
、
自
ら
学
ぶ

態
度
を
育
成
す
る
。

３
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進

学
校
教
育
に
お
い
て
、
子
ど
も
が
身

に
つ
け
る
べ
き
力
を
具
体
的
に
ど
の
よ

う
に
育
む
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
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○
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
所

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

は
交
流
の
場
。
し
か
し
、
そ
こ
で
酒
や
タ
バ
コ
に
手
を
出
し
た
り
、
夜
間
に
恐
喝

や
暴
行
な
ど
の
被
害
に
遭
う
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
楽
し

い
場
所
に
も
危
険
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
青
少

年
育
成
甲
斐
市
民
会
議
で
は
、
市
内
の
各
店
舗
に
協
力
を
依
頼
し
、
警
察
や
青
少

年
育
成
推
進
員
・
少
年
補
導
員
・
警
察
協
議
会
な
ど
関
係
機
関
と
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
、「
愛
の
パ
ト
ロ
ー
ル
」「
立
ち
入
り
調
査
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
児
童
・
生
徒
の
安
全
対
策

○
も
し
、
不
審
者
や
変
質
者
に
出
会
っ
た
ら

・
「
イ
カ
の
お
す
し
」
の
実
行
。

（
つ
い
て
行
か
な
い
）（
大
声
を
だ
す
）（
す
ぐ
逃
げ
る
）（
知
ら
せ
る
）

・
「
危
険
を
感
じ
た
ら
」
防
犯
ブ
ザ
ー
を
鳴
ら
す
。

・
車
の
特
徴
や
ナ
ン
バ
ー
（
数
字
だ
け
で
も
）
を
で
き
る
だ
け
見
て
お
く
。

・
安
全
な
場
所
に
早
く
逃
げ
る
。
大
人
に
知
ら
せ
る
。

・
保
護
者
に
伝
え
る
。
警
察
や
学
校
に
知
ら
せ
る
。

◎
一
人
で
悩
ま
ず
に
ま
ず
相
談
を

子
ど
も
た
ち
に
不
登
校
・
問
題
行
動
・
い
じ
め
・
ひ
き
こ
も
り
な
ど
の
兆
候
が

み
え
た
と
き
、
家
庭
だ
け
で
悩
ま
ず
、
外
部
機
関
に
相
談
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

甲
斐
市
で
は
青
少
年
育
成
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
お
よ
び
家
庭
児
童
相
談
員
が
お
り
、
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
文
化
課（
双
葉
公
民
館
）

０
５
５
１（
２
０
）３
６
５
８

竜
王
北
部
公
民
館
　
　
　
　
　
　

０
５
５（
２
７
６
）７
５
１
１

敷
島
公
民
館
　
　
　
　
　
　
　
　

０
５
５（
２
７
７
）４
１
１
１

双
葉
公
民
館
　
　
　
　
　
　
　
　

０
５
５
１（
２
０
）３
６
６
６

福
祉
保
健
部
家
庭
児
童
相
談
室
　

０
５
５（
２
７
７
）３
１
１
５

内
容
に
よ
り
、
適
切
な
相
談
機
関
へ
の
紹
介
も
行
っ
て
い
ま
す
。

保
護
者
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
し
っ
か
り

と
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
学
校

が
向
か
う
べ
き
姿
を
明
ら
か
に
し
た
上

で
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進
に

努
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
不

慮
の
事
故
や
突
発
的
な
事
件
・
災
害
も

予
想
し
、
子
ど
も
へ
の
安
全
指
導
と
市
教

育
委
員
会
と
連
携
し
た
安
全
確
保
体
制
の

充
実
に
心
が
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
配
慮
事
項
】

・
学
校
評
価
に
基
づ
き
、
運
営
体
制
の

改
善
と
教
育
活
動
の
充
実
を
図
る
。

・
学
校
開
放
日
等
を
設
定
し
、
開
か
れ

た
学
校
づ
く
り
に
努
め
る
。

・
保
護
者
お
よ
び
地
域
へ
の
情
報
発
信

に
努
め
る
。

・
学
校
評
議
員
制
度
の
活
用
に
努
め
る
。

・
家
庭
や
地
域
、
関
係
機
関
と
の
連
携

に
努
め
る
。

・
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、

安
全
な
学
校
づ
く
り
に
努
め
る
。

第56回 社会を明るくする運動

「社会を明るくする運動」とは、犯罪や非行の防止と、罪を
犯した人たちの更生について理解を深め、犯罪や非行のない
明るい社会を築こうという全国的な運動です。
強調月間 ７月１日～31日
重点目標 犯罪・非行の防止と更正の援助のため、地域住民

の理解と参加を求める。
趣　　旨
近年、犯罪が深刻な脅威として社会の重大な関心事となっ

ています。刑法犯の認知件数は３年連続して減少しているも
のの、その数は依然として高水準で推移しており、凶悪犯罪
が国民に与える負担は大きく、深刻な状況に変わりはありま
せん。
こうした情勢の背景には、住民同士のふれあいや親子の対

話が少なくなるなど、地域社会や家庭が持っていた犯罪抑止
力や教育力といった「地域力」の低下があると考えられます。
そこで、関係機関･団体の連携を深め、地域に根ざした幅

広い活動を展開することにより、地域の連帯や家族の絆をと
りもどし、安全で安心して暮らせる地域を作ろうとするもの
です。
運動内容 玉幡中学校において、保護司による一日先生を実

施します。
運動は、市内在住の保護司および更生保護女性の会のメン

バーによる実施委員会を組織して行います。みなさんのご理
解とご協力をお願いいたします。



社
会
実
験
の
中
間
報
告

社
会
実
験
開
始
か
ら
５
月
31
日（
水
）

ま
で
の
間
に
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
を
利
用
し
た

車
両
は
延
べ
１
３
６
、
１
２
４
台
で
、
社

会
実
験
開
始
当
初
の
１
日
あ
た
り
の
利
用

台
数
約
２
１
６
台
か
ら
、
現
在
は
約
４
５

０
台
と
２
倍
以
上
に
増
え
て
い
ま
す
（
表

１
）。
こ
れ
は
Ｅ
Ｔ
Ｃ
の
普
及
率
と
双
葉

Ｓ
Ａ
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
知
名
度
の
増
加
に

よ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

平
成
18
年
１
月
に
発
表
さ
れ
た
社
会
実

験
の
中
間
報
告
に
よ
る
と
、「
利
用
意
向
」

（
表
２
）
で
は
利
用
者
お
よ
び
地
域
住
民

の
70
％
が
今
後
も
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
が
設
置

さ
れ
た
場
合
利
用
し
た
い
と
回
答
し
て
い

ま
す
。

「
利
用
満
足
度
」（
表
３
）で
は
利
用
者
の

67
％
が
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
を
利
用
し
て
よ
か

っ
た（
続
け
て
ほ
し
い
）と
回
答
し
て
い
ま

す
。こ

れ
か
ら
夏
休
み
や
お
盆
期
間
中
に
高

速
道
路
を
利
用
す
る
機
会
が
増
え
る
と
思

い
ま
す
。
ぜ
び
、
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
を
利
用

す
る
と
と
も
に
、
東
京
方
面
か
ら
甲
斐
市

や
近
隣
へ
観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
お
よ
び
帰
省

な
ど
で
来
ら
れ
る
人
に
「
Ｅ
Ｔ
Ｃ
専
用
」

双
葉
Ｓ
Ａ
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
を
ご
紹
介
し
て

い
た
だ
く
な
ど
、
利
用
台
数
の
増
加
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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平
成
18
年
９
月
30
日（
土
）ま
で
に
た
く
さ
ん
の
ご
利
用
を

利用意向 率（％）

利用したい 70

長野方面が利用できれば利用したい 16

高速道路は利用しないから 5

場所が不便だから 1

時間短縮などのメリットがないから 2

料金が高いから 2

料金所が一旦停止で利用しづらいから 1

その他 3

利用満足度 率（％）

よかったと思う（続けてほしい） 67

改善すべき点があると思う 14

特になんとも思わない 20

表2

表3

表1

0

100

200

300

400

500

600

700

0

3000

6000

9000

12000

15000

20000

利用台数 

Ｈ
18
・
5

Ｈ
18
・
9

Ｈ
18
・
4

Ｈ
18
・
3

Ｈ
18
・
2

Ｈ
18
・
1

Ｈ
17
・
12

Ｈ
17
・
11

Ｈ
17
・
10

Ｈ
17
・
9

Ｈ
17
・
8

Ｈ
17
・
7

Ｈ
17
・
6

Ｈ
17
・
5

Ｈ
17
・
4

平均台数 

台 

月 

■ゲートの前で一旦停止を
スマートＩＣは一旦停止型のＥＴＣです
ので、利用の際はゲートの前で必ず一旦
停止し、ゲートが開くのを確認してから
進入してください（ノンストップ型では
ありません）。

■運用時間 午前６時～午後10時
（24時間ではありません）
■利用形態 東京方面に行く車両と東京
方面から来た車両が利用できます。
■利用できる車種 ＥＴＣ車載器が搭載
されている普通車、軽自動車、二輪車
■ＥＴＣ各種割引サービスのご案内
通勤割引（※）や利用距離に応じてポイ
ントが加算されるマイレージサービスな
ど、ＥＴＣ各種割引サービスがあります。
詳しくは「ＥＴＣ総合情報ポータルサイト」
（http://www.go-etc.jp）をご覧ください。
※通勤割引には割引適用条件があります
のでご注意ください。

■問い合わせは…
双葉ＳＡスマートＩＣ社会実験協議会

事務局
甲斐市都市計画課（竜王庁舎２階）
055（278）1669
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Kai・遊・パークに来るみなさんに「Kai・遊・パー
クでの約束」を守っていただき、快適に利用できるよ
うご協力をお願いします。
●屋外公園の約束
・夜９時から翌朝８時30分までの間、公園駐車場を
閉鎖します（月曜日は夜5時から）。

・ペットの入園、花火やバーベキューなどの火気の使
用は禁止します。

・駐車場で騒ぐ、カーステレオのボリュームを上げる、
エンジンの空ぶかしなどご近所の迷惑になる行為は
しないでください。

・園内にはゴミ箱を設置していません。ゴミは必ず持
ち帰ってください。

●総合屋内プールの約束
・プールに入るときは、スイミングキャップが必要で
す。

・監視員の注意を守ってください。
・施設の１回の利用時間は２時間です。
・小中学生の次のような利用には必ず保護者の同伴が
必要です。
① 午後６時以降のプールの利用
② トレーニングルームの使用

●事前申込型レッスン
・受付はレッスンごとに電話のみでの受付（定員にな
り次第締切）。（各レッスンで申込に係る受付日・受
付時間が異なります。指定日時以外は、受付できま
せん。）

・施設利用料については初回に回数券または年間利用
券の購入。なお、ほかに保険料・受講料として11回
分で1,000円の参加料。

・申込に係る予備日は７月15日（土）、16日（日）。定員
に達していなければ、申込が可能。

・参加が確定した人には、初回までにレッスン内容等
の通知を郵送。

●オープン参加型レッスン
当日の申込で参加が可能。（定員になり次第締切）
・施設利用料のほかに保険料・受講料として１回100
円の参加料。なお、「ストレッチ＆軽運動」は無料。

「Kai・遊・パーク」各種フィットネス教室参加者募集

■■■　問い合わせは…玉幡公園管理課（玉幡公園内） 055（276）4189 ■■■

「Kai・遊・パークでの約束」もう
すぐ
夏休
み Kai・遊・パークで楽しもう

ストレッチ＆軽 

レッスン名 定員 開催 時間 申込受付日時 

ヨガ 30 人 
８月１日～ 10 月 17 日 
毎週火曜日 
（８月 15 日は休み） 

午前 10 時 30 分～（ 60 分） ７月 11 日（火）午前９時～正午 

女性初心者水泳教室 20 人 午前 10 時 30 分～（ 60 分） ７月 11 日（火）午後１時～３時 

転倒予防の運動教室 20 人 午後２時 30 分～（ 45 ～ 60 分） 
７月 11 日（火）午後４時～６時 

美しい身体を追求する 
シェイプアップ教室 20 人 

８月２日～ 10 月 18 日 
毎週水曜日 
（８月 16 日は休み） 

午前 10 時 30 分～（ 45 ～ 60 分） 脂肪燃焼系アクアビクス 30 人 ７月 12 日（水）午前 10 時～正午 

レベルアップスイミング 15 人 
７月 12 日（水）午後１時～３時 

エアロビクス 20 人 ８月３日～ 10 月 12 日 
毎週木曜日 
（ ジュニア水泳のみ８月 
17 日は休み） 

午前 11 時 00 分～（ 45 ～ 60 分） 

55 歳からの筋トレ 20 人 午後２時 00 分～（ 45 ～ 60 分） ７月 12 日（水）午後４時～６時 

ジュニア水泳教室 （初級） 15 人 午後４時 30 分～（ 60 分） ７月 13 日（木）午前 10 時～正午 

ピラティス 20 人 

８月４日～ 10 月 13 日 
毎週金曜日 
（ ジュニア水泳のみ８月 
18 日は休み） 

午前 10 時 30 分～（ 45 ～ 60 分） 
７月 13 日（木）午後１時～３時 

エンジョイ 
アクアウォーキング 30 人 ７月 13 日（木）午後４時～６時 

10 歳若返るための 
トレーニング 20 人 午後２時 00 分～（ 45 ～ 60 分） ７月 14 日（金）午前 10 時～正午　　 

ジュニア水泳教室 （中級） 15 人 午後４時 30 分～（ 60 分） ７月 14 日（金）午後１時～３時 

アクアリフレッシュ 20 人 
８月５日～ 10 月 14 日毎 
週土曜日 

午後４時 00 分～（ 45 ～ 60 分） ７月 14 日（金）午後４時～６時 

時間 

有酸素運動で脂肪を燃焼させ 、 身体の歪みを改善します 。 

長田友喜子が水泳の魅力 、 そして効果をお教えします 。 

骨粗しょう症、 バランス能力の回復を目指します 。 

効率的に理想の身体へと鍛えていきます 。 

軽快なリズムにのって全身運動を行い 、 心肺機能を高めます 。 

筋肉をバランスよく鍛えることにより 、 代謝のよい若い身 
体をつくります。 

水が怖い、 潜れないといった低学年を対象に長田友喜子が 
教えます。 

身体と頭と心の調和を目的とした究極のエクササイズ 。 

ジムとプールを使い 、 柔軟性ある引き締まった身体をつく 
ります。 

息継ぎができない 、 長く泳げるようになりたいという小学 
生を長田友喜子が教えます 。 

水中で浮き棒などを使い 、筋肉をほぐし、身体のバランス 
を整えていきます 。 

長田友喜子がクロール ･ 平泳ぎを中心に指導します 。 

陸上の３倍の運動量 。 水に顔をつけないので泳ぎが苦手な 
人も安心。 

初心者でも安心。 水中でのウォーキングや軽運動で楽しく 
身体を動かします 。 

レッスン名 定員 開催 時間 

チューブエクササイズ 

20 人 

毎週火曜日 
（８月 15 日は休み） 

午後７時 30 分～（ 45 ～ 60 分） 

ストレッチ＆軽運動 
毎週水曜日 
（８月 16 日は休み） 

午後２時 00 分～（ 30 分） 

エアロビクス 
毎週水・土曜日 
（８月 16 日は休み） 

午後７時 45 分～（ 45 分） 

シェイプアップヨガ 30 人 毎週木曜日 
（ 初心者水泳のみ８月 17 
日は休み） 午後７時 30 分～（ 45 ～ 60 分） 初心者水泳 10 名 

爽快スイミング 
20 人 

毎週金曜日 
（ 爽快スイミングのみ８ 
月 17 日は休み） マーシャルアーツ 午後７時 45 分～（ 45 分） 

時間 

筋力強化、 障害・骨粗しょう症などの予防だけでなく 、 たるみを引き締め 、 脂肪燃焼を活発に 
する身体をつくります 。 
ストレッチ （柔軟体操） や軽運動によって 、 肩こりや腰痛などの予防・解消を図り 、伸びやか 
で若々しい健康な身体をつくります 。 

初心者も安心。 運動不足・ストレス解消に最適のプログラム 。 心地よい汗をかいて心身共にリ 
フレッシュできます 。 

心と身体のバランスをとりながら美しいボディラインを作り上げるシェイプアッププログラム 。 

格闘技系のエクササイズをベースに 、 お腹まわりなどの余分な脂肪を落とすダイエットプログ 
ラム。 

泳いだ後の爽快感を味わえるよう 、 長田友喜子が長い距離を美しいフォームで無理なく泳げる 
ように指導します 。 

長田友喜子が少人数で親切丁寧に 、 水泳の楽しさと魅力を指導します 。 

水泳プライベートレッスン - 
毎週火～金曜日 
（８月 16 ・ 17 日は休み） 

1回 15 分 長田友喜子がまったく泳げない人から上級者まで丁寧にマンツーマンで指導します 。 
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更
新
は
８
月
で
す

70
歳
以
上
の
人
（
昭
和
７
年
10
月
１
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
）
が
75
歳
に
な
る
月
ま
で
は
高
齢
受
給
者

証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

こ
の
受
給
者
証
は
医
療
機
関
で
の
自
己
負
担
割
合

が
１
割
ま
た
は
２
割
と
な
る
事
を
証
明
す
る
も
の
で

す
。
自
己
負
担
割
合
の
判
定
は
、
住
民
税
課
税
所
得

に
よ
り
判
定
し
、
８
月
か
ら
新
し
い
負
担
割
合
の
受

給
者
証
と
な
り
ま
す
。

更
新
さ
れ
た
受
給
者
証
は
７
月
末
に
郵
送
し
ま
す

の
で
、
特
に
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

現
在
お
持
ち
の
受
給
者
証
の
有
効
期
限
は
７
月
31
日

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
負
担
割
合
の
変
更
が
な
く

て
も
８
月
か
ら
は
新
し
い
受
給
者
証
を
お
使
い
く
だ

さ
い
。

更
新
者
に
は
７
月
下
旬
に
通
知
し
ま
す

老
人
保
健
医
療
受
給
者
証
に
は
有
効
期
限
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
負
担
区
分
が
変
更
に
な
っ
た
人
と
現
役

並
み
所
得
者
に
は
更
新
の
通
知
を
い
た
し
ま
す
。
８

月
か
ら
は
新
し
い
受
給
者
証
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

Ｑ
　
現
役
並
み
所
得
者
と
は
…
…

Ａ
　
老
人
保
健
法
で
は
現
役
世
代
と
同
じ
程
度
の
負

担
能
力
が
あ
る
人
を
「
現
役
並
み
所
得
者
」
と
位
置

づ
け
て
い
ま
す
。

８
月
か
ら
所
得
の
判
定
基
準
が
変
わ
り
ま
す

住
民
税
課
税
所
得
に
よ
り
自
己
負
担
割
合
が
決
定

し
ま
す
が
、「
現
役
並
み
所
得
者
」
お
よ
び
「
低
所

得
Ⅰ
」
の
判
定
基
準
が
変
わ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
所
得
区
分
が
上
が
る
人
に
は
平
成
18
年
８

月
か
ら
２
年
間
の
経
過
措
置
が
あ
り
ま
す
。

①
一
般
か
ら
現
役
並
み
所
得
者
に
な
っ
た
人
の
経
過

措
置

課
税
所
得
が
２
１
３
万
円
未
満
、
ま
た
は
年
収
が

70
歳
以
上
単
身
世
帯
で
４
８
４
万
円
未
満
、
70
歳
以

上
複
数
世
帯
で
６
２
１
万
円
未
満
の
場
合
は
、
高
額

療
養
費
（
老
人
保
健
は
高
額
医
療
費
）
の
自
己
負
担

限
度
額
が
、「
現
役
並
み
所
得
者
」
で
は
な
く
「
一

般
」
の
適
用
と
な
り
ま
す
。

②
低
所
得
か
ら
一
般
に
な
っ
た
人
の
経
過
措
置

低
所
得
世
帯
の
一
部
の
人
が
新
た
に
課
税
者
と
な

っ
た
場
合
、
非
課
税
の
人
に
つ
い
て
は
高
額
療
養
費

（
老
人
保
健
は
高
額
医
療
費
）
の
自
己
負
担
限
度
額

が
、「
一
般
」
で
は
な
く
「
低
所
得
Ⅱ
」
の
適
用
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
は
「
低

所
得
Ⅰ
」
の
適
用
と
な
り
ま
す
。

改
正
は
10
月
で
す
が
８
月
か
ら
の
受
給
者
証
に
表

示
さ
れ
ま
す
。

70
歳
以
上
で
現
役
並
み
所
得
者
の
自
己
負
担
が
10

月
よ
り
２
割
か
ら
３
割
負
担
に
な
り
ま
す
。
８
月
に

更
新
さ
れ
る
受
給
者
証
か
ら
表
示
さ
れ
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

10
月
に
医
療
制
度
改
革
が
あ
り
ま
す
の
で
詳
し
い

内
容
は
広
報
誌
で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

保
険
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
５

現役並み 
所得者 

70歳以上単身世帯は年
収484万円以上 

70歳以上複数世帯は年
収621万円以上 

現役並み所得者以外の住
民税課税の世帯 

低所得Ⅰ以外の住民税非
課税の世帯 

住民税非課税で収入が年
金のみで65万円以下 

一　　般 

低所得Ⅱ 

低所得Ⅰ 

■ 改正前 

70歳以上単身世帯は年
収383万円以上 

70歳以上複数世帯は年
収520万円以上 

改正なし 

改正なし 

住民税非課税で収入が年
金のみで80万円以下 

■ 改正後 

「
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
」の
更
新

「
老
人
保
健
医
療
受
給
者
証
」の
更
新

「
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
」「
老
人
保
健

医
療
受
給
者
」の
所
得
判
定
の
改
正

自
己
負
担
の
改
正

判定基準

医
療
制
度
改
革
に
よ
り

高
齢
者
の
医
療
制
度
が

８
月
か
ら
変
更
さ
れ
ま
す
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合
併
後
も
地
域
住
民
の
声
を
施
策

に
反
映
さ
せ
、
よ
り
き
め
細
か
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、

合
併
協
議
に
お
い
て
、
旧
３
町
の
地

域
ご
と
に
「
地
域
審
議
会
」
を
設
置

す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

第
１
回
地
域
審
議
会
が
５
月
23
日

に
開
催
さ
れ
、
竜
王
地
区
、
敷
島
地

区
、
双
葉
地
区
そ
れ
ぞ
れ
10
名
の
委

員
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
建
設
計
画
の
変
更
な
ど
、

市
長
の
諮
問
に
応
じ
審
議
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

な
お
、
審
議
会
の
設
置
期
間
は
平

成
18
年
５
月
か
ら
平
成
27
年
３
月
31

日
ま
で
の
８
年
11
か
月
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

企
画
課
（
竜
王
庁
舎
２
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
２

地域審議会が設置される

今
月
は
水
道
の
使
用
量

が
多
い
…

│
こ
ん
な
と
き
は
ま
ず

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
│

ご
家
庭
に
引
き
込
ま
れ
た
水
道
管
か

ら
の
漏
水
は
気
づ
き
に
く
い
も
の
で
す
。

月
に
一
度
は
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

敷
地
内
の
漏
水
は
使
用
者
の
責
任
と

な
り
ま
す
の
で
、
早
め
の
発
見
に
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。

□
漏
水
の
発
見
方
法

●
ご
家
庭
の
じ
ゃ
口
を
全
部
閉
め
て
く
だ

さ
い
。

●
水
道
メ
ー
タ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
動
き

を
見
ま
す
。

●
止
ま
っ
て
い
れ
ば
漏
水
は
あ
り

ま
せ
ん
。

●
動
い
て
い
れ
ば
水
道
メ
ー
タ
ー

か
ら
じ
ゃ
口
ま
で
の
ど
こ
か
で

漏
水
し
て
い
ま
す
。

□
注
意

漏
水
工
事
は
、

必
ず
甲
斐
市
指
定

給
水
装
置
工
事
事
業

者
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、

漏
水
の
場
合
は
一
部
料
金
の
軽

減
さ
れ
る
制
度
が
あ
る
の
で
、

指
定
工
事
事
業
者
お
よ
び
水
道

局
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

水
道
局
業
務
課

０
５
５（
２
７
６
）０
７
３
３

平
成
17
年
度

情
報
公
開
制
度
の
運
用
状
況

市
に
関
す
る
情
報
は
、
こ
れ
ま
で
も

広
報
誌
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
て
き
ま
し
た

が
、
情
報
公
開
制
度
は
、
こ
う
し
た
市

か
ら
の
情
報
提
供
の
ほ
か
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
知
り
た
い
と
思
う
市
の
情
報

（
公
文
書
）
を
、
個
人
情
報
な
ど
一
部
の

公
開
で
き
な
い
も
の
を
除
き
、
皆
さ
ん

の
請
求
に
応
じ
て
公
開
（
閲
覧
・
写
し

の
交
付
）
す
る
制
度
で
す
。

平
成
17
年
度
の
情
報
公
開
制
度
の
実

施
状
況
等
は
、
次
の
と
お
り
で
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

総
務
課
（
竜
王
庁
舎
３
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
１

開示請求の受付状況 ２人 １０件

開示請求の処理状況

全部開示 １件

部分開示 ８件

非 開 示 ０件

不 存 在 １件

取 下 げ １件

■情報公開制度の実施状況

■個人情報制度の実施状況

開示請求の受付状況 ２人 ２件

開示請求の処理状況

全部開示 １件

部分開示 ０件

非 開 示 ０件

不 存 在 ０件

取 下 げ １件

５
月
17
日
（
水
）、
敷

島
総
合
文
化
会
館
に
お
い

て
平
成
18
年
度
甲
斐
市
自

治
会
連
合
会
の
総
会
が
開

催
さ
れ
、
役
員
の
変
更
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

会
長
は
、
天
野
七
郎
さ

ん
（
八
幡
新
田
２
区
）、

副
会
長
は
横
山
英
麿
さ
ん

（
牛
句
区
）【
変
更
】
と
樋

口
文
忠
さ
ん
（
つ
く
し
野

区
）
で
す
。

代
表
理
事
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

齊
藤
知
麿
（
富
竹
新
田

１
区
）
、
渡
邊
日
出
雄

（
冷
間
区
）、
天
野
七
郎

（
八
幡
新
田
２
区
）、
横
山

英
麿
（
牛
句
区
）、
山
口

正
智
（
大
下
条
東
区
）【
変

更
】、
石
橋
重
晴（
寺
平
区
）

【
変
更
】、
村
松

元
（
登

美
団
地
区
）【
変
更
】、

樋
口
文
忠
（
つ
く
し
野

区
）、

本
智
男
（
滝
沢

区
）【
変
更
】

自
治
会
連
合
会
役
員
の
変
更

会長
天野七郎

副会長
樋口文忠

副会長
横山英麿



肥料を上手に使うための知識
（リン酸）

作物の肥料試験をしてみると、各肥料成分
ともに育成期間を通して吸収されることが分
かりますが、「リン酸」だけは生育初期の吸
収量が特に多く、中・後期は少なくなるとい
う特徴があります。
また秋植え・秋まきの植物は、気温・地温が
低い季節なので初期の生育が良くありません
が、土の中の「リン酸」が少ないと特にこの傾
向が強くなります。植物が生育している時の
葉・茎・根の中の成分を分析しても、「ちっ素」
や「カリ」に比べ「リン酸」は少ないのですが、
種子の中では三成分とも同じような量（６月号
「有機肥料の成分」表の「油かす」を参照）に
なっています。このようなことから、生育初期
に多く吸収された「リン酸」が、中期には重要
な役割を果たし、生育終期には種子中に集まる
ものと考えられます。
園芸用土の多くは、保水性・通気性を重要

視するために、火山噴出の土が使われていま
す。しかし、この土（４月号「用土・資材の
性質」表の「黒土」「赤土」「赤玉土」「鹿沼
土」等を参照）は、普通のリン酸肥料を吸収
してしまうので、植物には吸収できない状態
になってしまいます。つまり土に施肥する場
合は、特別な肥料（ヨウリン・重焼リン・有
機肥料など）を選ぶ必要があります。一般的
に「液肥」として頻繁に施肥すれば、吸収さ
れる量は少ないけれども、不足しない程度の
量になりますので、各種指導書においては液
肥の使用量が多くなっています。

このコーナーは、ガーデニングを楽しんでい
る、また始めてみたいという人の相談や疑問
に、市の園芸アドバイザーがお答えします。
お気軽にご相談ください。
■相談・問い合わせは…
緑化推進課（ガーデニングコーナーあて）
〒400-0192 甲斐市篠原2610番地
甲斐市役所（竜王庁舎2階）
055（278）1671 FAX055（276）7216

E-mail:toshi-ryokuka@city.kai.lg.jp
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●
双
葉
東
小
学
校
へ

双
葉
竜
地
郵
便
局
が
、
文
具
セ
ッ
ト
（
１
０

０
個
）（
１
０
、
０
０
０
円
相
当
）

●
玉
幡
小
学
校
へ

玉
幡
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
、
ジ
ェ
ッ
ト
ヒ
ー
タ

ー
２
機
（
２
０
０
、
０
０
０
円
相
当
）

●
竜
王
西
児
童
館
へ

竜
王
西
児
童
館
母
親
ク
ラ
ブ
が
、
壁
掛
け

時
計
　
１
台
（
５
、
２
３
０
円
相
当
）

●
竜
王
東
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

竜
王
東
児
童
セ
ン
タ
ー
母
親
ク
ラ
ブ
が
、

ラ
ベ
ル
ラ
イ
タ
ー
・
ラ
ミ
ネ
ー
タ
ー
・
料

理
教
室
用
具
等
（
２
９
、
７
６
８
円
相

当
）

●
玉
幡
児
童
館
へ

玉
幡
児
童
館
母
親
ク
ラ
ブ
が
、
冷
蔵
庫
、

鍋
、
ケ
ト
ル
（
５
１
、
１
９
５
円
相
当
）

●
竜
王
北
児
童
館
へ

竜
王
北
児
童
館
母
親
ク
ラ
ブ
が
、
カ
ラ
ー
テ

レ
ビ
21
型
（
３
９
、
０
５
０
円
相
当
）

●
竜
王
北
保
育
園
へ

竜
王
北
保
育
園
保
護
者
会
が
、
フ
ァ
ン
ヒ
ー

タ
ー
２
台
（
４
２
、
０
０
０
円
相
当
）

●
竜
王
西
保
育
園
へ

竜
王
西
保
育
園
保
護
者
会
が
、
デ
ジ
カ
メ

プ
リ
ン
タ
ー
、
砂
バ
ン
ブ
ー
、
折
り
紙
セ

ッ
ト
（
５
２
、
４
７
３
円
相
当
）

●
竜
王
中
央
保
育
園
へ

竜
王
中
央
保
育
園
保
護
者
会
が
、
デ
ジ
カ

メ
プ
リ
ン
タ
ー
１
台
（
２
１
、
４
８
０
円

相
当
）

【
寄
付
】

市
で
は
、
住
宅
な
ど
の
公
道
に
面
し
た
部
分
に
新

た
に
生
け
垣
や
花
壇
を
つ
く
る
場
合
、
そ
の
費
用
を

補
助
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

樹
木
の
購
入
費
や
支
柱
、
花
壇
の
施
工
費
や
種
苗
代

の
ほ
か
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
か
ら
生
け
垣
な
ど
に
す
る
場

合
に
は
、
そ
の
取
り
壊
し
費
用
も
助
成
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
補
助
金
を
受
け
る
に
は
い
く
つ
か
の
要
件
が

あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
着
工
前
に
ご
相
談
（
申
請
）

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。（
既
に
完
成
し
て
い
る

も
の
は
対
象
外
で
す
）

■
補
助
対
象
要
件

公
道
に
面
し
た
部
分
に
設
置
す
る
３
メ
ー
ト
ル
以
上

の
生
け
垣
ま
た
は
花
壇
で
、
縁
石
等
は
50
㎝
以
下
、

公
道
境
界
か
ら
50
㎝
以
上
離
し
て
植
栽
す
る
ほ
か
、

い
く
つ
か
必
要
な
補
助
要
件
を
満
た
す
も
の
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

緑
化
推
進
課（
竜
王
庁
舎
２
階
）

０
５
５（
２
７
８
）１
６
７
１

生
け
垣
・
花
壇
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
〜
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
〜

■補助金の算出基準 

区　　　分 補助基本額 補助率 限度額 

生け垣 

の新設 

樹木購入費 

支柱購入費 

樹木移植費 

花壇設置費 

種苗購入費 

生け垣の延長（m）×9,500円 

生け垣の延長(m)×2,250円 

生け垣の延長(m)×3,000円 

花壇の延長(m)×9,000円 

花壇の面積(㎡)×500円 

２/３ 

２/３ 

 

２/３ 

２/３ 

 

190,000円 

45,000円 

 

180,000円 

10,000円 

 

花壇の 
新　設 

生け垣や花壇の設置のため 
のブロック塀等の取壊し費 

ブロック塀等の側面積（㎡） 
　　　　　　　  ×9,000円 

２/３ 180,000円 

注）実際の経費が補助基本額に満たない場合は、実施経費を補助対象額とする。 



中
秣
塚
古
墳
は
、
ド
ラ
ゴ
ン
パ
ー

ク
の
駐
車
場
脇
の
一
角
に
位
置
し
、

一
般
に
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在

の
姿
は
、
平
成
９
年
に
残
存
し
て
い

る
石
室
を
も
と
に
復
元
整
備
し
た
も

の
で
す
。
こ
の
周
辺
に
は
、
約
30
基

の
古
墳
が
あ
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
中

央
自
動
車
道
建
設
工

事
・
そ
の
他
の
開
発
事

業
に
よ
り
多
く
が
消
滅

し
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
中
秣
塚
古

墳
を
含
め
数
基
が
残
る
だ
け
と
な
っ

て
い
ま
す
。

中
秣
塚
古
墳
は
直
径
14
メ
ー
ト

ル
、
高
さ
２
・
３
メ
ー
ト
ル
を
測
り
、

円
形
を
し
て
い
ま
す
。
中
心
に
は
横

穴
式
石
室
が
あ
り
ま
す
。
石
室
か
ら

は
、
土
師
器

は

じ

き

・
須
恵
器

す

え

き

な
ど
の
土
器

や
、
金
環
き
ん
か
ん

・
ガ
ラ
ス
小
玉
と
い
っ
た

装
身
具
、
直
刀

ち
ょ
く
と
う

・
鉄
鏃

て
つ
ぞ
く

な
ど
の
武
器
、

刀
子

と
う
す

と
い
っ
た
文
具
な
ど
豊
富
な
副

葬
品
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
副
葬
品
は
、
ド
ラ
ゴ
ン
パ
ー
ク
内

の
展
示
室
に
展
示
さ
れ
て
お
り
、
当

時
の
金
属
や
ガ
ラ
ス
の
加
工
技
術
を

う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

石
室
が
横
穴
式
で
あ
る
こ
と
や
、

副
葬
品
の
土
師
器
や
須
恵
器
の
器
形

か
ら
、
中
秣
塚
古
墳
は
、
７
世
紀
前

半
に
築
造
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

清
川
地
区
の
上
芦
沢
・
下
芦
沢
・

上
福
沢
・
下
福
沢
・
神
戸
・
安
寺
・

下
菅
口
、
睦
沢
地
区
の
打
返
・
漆

戸
・
獅
子
平
・
上
菅
口
、

甲
府
市
の
草
鹿
沢
の
旧
12

か
村
が
共
有
し
て
い
た
文

書
で
、
桐
箱
に
入
れ
毎
年

持
ち
回
り
で
保
管
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
地
域
に
は
、

大
鋸
お

が

・
杣そ
ま

と
い
わ
れ
る
木

材
の
伐
採
や
運
搬
に
関
わ

る
職
人
集
団
が
存
在
し
、

戦
国
時
代
か
ら
戦
場
の
陣

の
設
営
や
普
請
、
甲
府
城

築
城
な
ど
に
お
い
て
活
躍
し
て
い
ま

し
た
。

こ
れ
ら
の
文
書
は
大
鋸
引
・
杣
引

を
負
担
す
る
代
わ
り
に
、
諸
役
を
免

除
す
る
と
い
う
内
容
が
中
心
で
、
江

戸
時
代
も
引
き
続
き
こ
れ
ら
村
々
の

特
権
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

天
正
19
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１
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明
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期
ま
で
の
25
点
の
文
書
と
保
管
箱
５

個
、
袱
紗
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
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・
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２
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２
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指
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中
秣
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ふ
ん

山
梨
県
指
定
史
跡

竜
王
３
３
６
ー
１
外

平
成
８
年
11
月
７
日
指
定



12

催されました。本市からは、17種目に466人が参加
し、県内各地から集まった愛好者同士が交流を深め
ながら楽しく汗を流しました。
本市の優勝者は、次のとおりです。（敬称略）
○マスターズ陸上
小池宣夫（クラス40男子400ｍ・800ｍ）
増田康彦（クラス40男子1500ｍ）
矢嶋千明（クラス50男子1500ｍ・5000ｍ）
児玉晃（クラス40男子円盤投）
岡田庚三（クラス65男子3000ｍ）
○マスターズ水泳
保坂、小林、河島、山田（男女混合100ｍフリーリ
レー）
長田、永田、石橋、川崎（男子100ｍフリーリレー）
河島、森本、河島、青野（女子100ｍフリーリレー）
小林務（クラス50男子25ｍ自由形・25ｍバタフラ
イ）
保坂茂（クラス60男子25ｍ背泳ぎ・50ｍ背泳ぎ）
大堀卓雄（クラス65男子100ｍ個人メドレー・50ｍ
背泳ぎ）
川崎将人（クラス50男子100ｍ個人メドレー・50ｍ
背泳ぎ）
石橋良治（クラス40男子100ｍ個人メドレー）
山田藤男（クラス65男子50ｍ自由形）
森本文子（クラス55女子25ｍバタフライ）
○テニス
甲斐市テニス協会竜王
○壮年サッカー
甲斐市
○ボーリング
団体戦　甲斐市Ａ

個人戦　男子の部　沖村孝
女子の部　花形千恵

○女子ソフトボール
甲斐体協レデースＢ

市内柔道スポーツ少年団が大活躍
５月14日（日）、小瀬武道館で開催された第３回全

国小学生学年別大会山梨県予選および21日（日）に同
じく小瀬武道館で開催された第31回山梨県柔道少年
大会において市内スポーツ少年団が好成績を修めま
した。（敬称略）
第３回全国小学生学年別大会山梨県予選
６年生女子45kg超級
優勝　小田切七海（双葉ＪＳＳ）
５年生女子40kg級
優勝　近浦紗樹（誠心館敷島ＪＳＳ）
第31回山梨県柔道少年大会
団体戦２部（小学３・４年）
優勝　誠心館敷島ＪＳＳ

第37回全国ママさんバレーボール大会
（県中央大会）結果報告
６月４日（日）、竜王小学校体育館で県内各ブロッ

クを勝ち抜いた８チームが県代表を掛け熱戦を繰り
広げ、市内のチームが好成績を修めました。市内対
決となった決勝戦を制し、優勝した竜小クラブAは、
９月７日から愛知県豊橋市で開催される全国大会に
出場します。
優勝 竜小クラブA 準優勝 竜北クラブ

○双葉B＆G海洋センター（毎週火曜日休館）
甲斐市宇津谷1957 0551（28）6004

○敷島B＆G海洋センター（毎週月曜日休館）
甲斐市島上条2527-1 055（277）7767

B＆G海洋センタープール日程表
開館時間 午前10時～正午（午前の部）

午後１時～午後５時（午後の部）
午後６時～午後９時（夜間の部）

料金表

注意事項
・入泳する際には、スイミングキャップの着用が
義務付けられています。
・幼児及び夜間の小中学生の利用は、必ず保護者
同伴でお願いします。
■問い合わせは…教育委員会スポーツ振興課　

0551（20）3656



甲斐市スポーツ施設開放
一斉開放
場　所 双葉公民館ホール
日　時 ７月20日（木）

・学校体育施設（８月分） 午後７時～
・社会体育施設（９月分） 午後８時～

随時開放
場　所 スポーツ振興課・竜王北部公民館・敷島公

民館窓口
日　時 ７月25日（火）～

午前８時30分～午後５時15分
・学校体育施設（８月分）
・社会体育施設（９月分）

■問い合わせは…
教育委員会スポーツ振興課
0551（20）3656

第２回市民テニス大会結果報告
５月14日（日）、21日（日）の２日間にわたり第２

回市民テニス大会が西八幡テニスコートを会場に開
催されました。大会にはのべ138名が参加し、熱戦
が繰り広げられました。結果は次のとおり。（敬称略）
男子シングルス
優勝 望月和雄　準優勝 水野亮　３位 須田伸、
塚原斉
男子ダブルス
優勝 一瀬公彦・
有泉吉男　準優勝
須田伸・塚原斉
３位 望月和雄・
栗原一登、五味大
和・助川仁
女子シングルス
優勝 窪田千穂　準優勝 須田瞳
女子ダブルス
優勝 岡田裕子・入澤かほり　準優勝 望月美紀
子・渡辺千鶴子　３位 内藤ますみ・八重森チヨ子、
内藤正美・平間真知子
ミックスダブルス
優勝 村松貞義・岡田裕子　準優勝 須田伸・須田
瞳　３位 伊藤忍・伊藤仁美、小林雅・望月美紀子

市内支部対抗球技大会結果報告
５月28日（日）、６月４日（日）の２日間、竜王小学

校体育館と双葉スポーツ公園を中心に市内支部対
抗球技大会が開催され、ソフトボールの部には40
チームが、バレーボールの部には17チームが参加
し熱戦を繰り広げました。結果は次のとおりです。
ソフトボールの部

バレーボールの部

山梨県
スポーツ・レクリエーション祭結果
５月20日から６月４日にかけて、県内各地におい

て第18回山梨県スポーツ・レクリエーション祭が開
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Aパート
双葉７区

Aパート
上町南区

Bパート
双葉１B・３区

Bパート
上篠原区



上映会のお知らせ
『博士の愛した数式』

2005年/日本/117分　監督/小泉堯史　出演/
寺尾聡、深津絵里、吉岡秀隆　他

日時 ７月22日（土）午後２時開演（１時30分開場）
場所 竜王図書館　視聴覚室 定員 先着200名
日時 ７月23日（日）午後２時開演（１時30分開場)
場所 敷島総合文化会館大ホール 定員 先着270名
『じごくのそうべえ』

16分/アニメ『おばけ長屋』/20分/アニメ
２本立

日時　７月30日（日）午後２時開演（１時30分開場）
場所 双葉図書館　視聴覚室 定員 先着50名

日頃利用している図書館で、あなたもカウンター
での貸出や返却を体験してしてみませんか。
日時 （双葉）７月25日（火）～27日（木）

（竜王）８月１日（火）～３日（木）
（敷島）８月８日（火）～10日（木）
午後1時30分～４時

対象　小学校４年生以上～中学生
定員　竜王図書館・敷島図書館（各日４名、計12人）、

双葉図書館（各日３名、計９人）
受付開始　７月４日（火）午前10時

（定員になり次第締切）

図書館では『青少年読書感想文全国コンクール』
の課題図書を用意していますので早めに予約をして
ください。貸出し期間は１週間となっています。
○小学校低学年
『どんなかんじかなあ』自由国民社、『ビーズのてん
とうむし』童心社、『とくべつないちにち』講談社
（世界の絵本）、『あかちゃんてね』小学館
○小学校中学年
『わたしたちの帽子』フレーベル館、『ダニエルの不
思議な絵』ほるぷ出版、『ロボママ』文研出版（文
研ブックランド）、『イジカメの里』小峰書店（わた
しのワンダー）
○小学校高学年
『紅玉』新日本出版社、『うそつき大ちゃん』ポプラ
社（ポプラの森13）、『こんにちはアグネス先生　ア
ラスカの小さな学校で』あかね書房（あかね・ブッ
クライブラリー11）、『ライト兄弟はなぜ飛べたのか
紙飛行機で知る成功のひみつ』さ・え・ら書房（や
さしい科学）
○中学校
『空色の地図』金の星社、『少年は戦場へ旅立った』
あすなろ書房、『走れ！やすほ　にっぽん横断地雷
教室』国土社
○高等学校
『その日のまえに』文藝春秋、『オリーブの海』白水
社、『オシムの言葉　フィールドの向こうに人生が
見える』集英社インターナショナル
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一日図書館員募集

夏休み課題図書のご案内

「甲斐市働く婦人の家」（万才地区）に設置してある
返却ポストは、この７月で終了となります。

竜 王 西 児 童 館
055（279）3731

竜王東児童センター
055（278）1178

竜 王 北 児 童 館
055（279）1911

玉 幡 児 童 館
055（276）9656

敷島みなみ児童館
055（277）9720

敷島ふれあい中央児童館
055（277）9220

敷島なかよし児童館
055（277）1121

双 葉 西 児 童 館
0551（28）4588

双 葉 東 児 童 館
0551（28）1214

3（月） 七夕飾り
１５：３０

4（火） 七夕飾り
１５：３０

笹に願いを
１５：００

七夕飾り
１５：３０

七夕飾り
１５：３０

5（水） 七夕飾り作り
１５：３０

七夕飾り
１５：３０

七夕飾り
１５：３０

七夕の集い
１５：００

10（月）手話教室１５：３０
ナンバーリンク

１５：３０

6（木）七夕集会１５：３０
七夕飾り

１５：３０
七夕集会

１５：００

7（金） 七夕集会
１５：３０

七夕集会
１５：３０

8（土）音楽あそび１１：００
リズミック遊び

9：30

12（水）おやつ作り１５：３０
読み聞かせ

１５：３０
こま作り

１５：３０
ボランティアの日
１５：３０

かんたんゼリー作り
１５：００

13（木） 簡単クッキング
１５：３０

忍者ごっこ
１５：３０

スライム作り
15：３０

18（火）子育て相談日１０：００
子育て相談日

１０：００

25（火）ビデオ会１５：００
こわい話
１４：００

19（水） スタンプラリー
１５：３０

シャボン玉遊び
１５：３０

スライムで遊ぼう
１５：３０

３Ｂ体操
１５：００

20（木） おもちゃの病院
14：00

スライムで遊ぼう
１５：３０

夏のおもちゃ作り
１５：００

21（金） 野外活動
（4年～6年）

26（水） おやつ作り
14：30

農作物収穫体験
9：30

チャレンジゲーム
１４：００

映画会
１５：３０

31（月） ボランティアの日
１６：００

27（木） ビデオ会
１５：００

28（金）

29（土） 納涼会
１７：００

竜 王 南 児 童 館
055（279）7666

七夕飾ろう
１５：００

スーパーボール作り
１５：００

かいわれ育てよう
１０：００

表現遊び
１５：００

陶芸･科学を知ろう
９：３０

11（火） 子育て相談日
１０：３０

子育て相談日
１０：００

ナンバーリンク
１５：００

子育て相談日
１０：００

24（月） 手話をしよう
１０：３０



開館時間 ●平日：午前10時～午後7時　●土・日：午前９時～午後5時
７月のおやすみ 定例休館日 ３日（月）、10日（月）、17日（月）、24日（月）、

31日（月） 月末整理日 28日（金）

内容 お話、ゲーム

日時 ７月15日（土）
午前10時30分～11時30分

場所 竜王図書館おはなしコーナー
テーマ 夏休み
内容 お話、ブックトーク、工作

対象 ０歳～１歳６か月
日時 ７月６日（木）、20日（木）

午前10時30分～
場所 敷島図書館じどうとしょかん
内容 わらべうた、読み聞かせ、

手袋人形、絵本の紹介

対象 １歳６か月～３歳
日時 ７月６日（木）、20日（木）

午前11時10分～
場所 敷島図書館じどうとしょかん
内容 わらべうた、読み聞かせ、

手袋人形、手遊び、パネル
シアターなど

対象 幼児
日時 ７月１日（土）午後２時～
場所 敷島図書館じどうとしょかん
内容 手袋人形、わらべうた、読

み聞かせ、パネルシアター
など

対象 幼児・小学生
日時 ７月15日（土）午後２時～
場所　敷島総合文化会館視聴覚室
内容 手袋人形、大型絵本、パ

ネルシアター、手話、大
型紙芝居、上映会

対象 小学生
日時 ７月27日（木）午後２時～
場所　敷島総合文化会館創作室

聞いて味わう本の世界。どなたで
もお気軽にご来店ください。
日時 ７月20日（木）

午後1時30分～
場所 竜王図書館会議室
メニュー「朝顔」志賀直哉 「ゆうべ

の残り」久世光彦 「風林
火山」井上靖　他

板前　ねの会

日時 ７月13日（木）、27日（木）
場所 竜王図書館おはなしコーナー
・ひよこ組
対象 ５か月～１歳半
時間 午前10時15分～10時45分
内容 読み聞かせ、手遊びなど

・こぐま組
対象 1歳半～3歳
時間 午前11時～11時30分
内容 読み聞かせ、パネルシ

アター、おりがみなど

対象 ３歳～９歳
日時 ７月８日（土）、22日（土）

午前10時30分～11時15
分

場所 竜王図書館おはなしコーナー
内容 お話、読み聞かせ、パネル

シアター、工作など

日時 ７月１日（土）
午前10時30分～11時30分

場所 竜王図書館おはなしコーナー

内容 万華鏡と風車が合体「かざ
ぐるまん」先着20名

日時 ８月１日（火）午後２時～
場所 敷島総合文化会館創作室
内容 風がなくても　ぐるぐる

「ふしぎな風車」先着20名

日時 ８月11日（金）午後２時～
場所 敷島総合文化会館創作室
内容 鳴らしてみよう「シンバル

をたたくおさるさん」先着
20名

受付開始 ７月１日（土）～（定員
になり次第締切）

対象 就園前の乳幼児
日時 ７月13日（木）

午前11時～11時30分
場所 双葉図書館おはなしコーナー
内容 読み聞かせ、手遊び、パネ

ルシアターなど

対象 幼児・小学生
日時 ７月８日（土）、22日（土）

午前10時30分～11時
場所 双葉図書館おはなしコーナー
内容 読み聞かせ、パネルシアター

など

対象 幼児・小学生
日時 ８月５日（土）午後２時～３

時30分
内容 友だちとたのしくあそぼう

「ビー玉おとし」

日時　８月６日（日）午後２時～３
時30分

内容　ちょっとこわくておもしろ
い「おばけやしき」

場所　双葉図書館２階視聴覚室
定員　各15人

み
ど
り
の
風
の
朗
読：

オ
フ
ト
ー
ク
２
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
お
い
て
24
日（
月
）か
ら
28
日（
金
）ま
で
、
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
み
ど
り
の
風
」の
み
な
さ
ん
に
よ
る
朗
読
が
放
送
さ
れ
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

しろくまちゃんのおへや

朗読のおいしいお店
おきらく亭

キッズぷらねっと　
～ストリーテリング編～

敷島図書館

双葉図書館

えほんのにわ

らいおんちゃんのゆりかご

らいおんちゃんのへや

ライライくんのおはなし劇場

ふうせん劇場

竜王図書館

キッズぷらねっと

こぐまちゃんのおへや

15

小学生向けおはなし会

ライライくんの工作教室

おはなしのとびら

夏休み工作会

● 開館時間の繰上げについて ●
市内の図書館では、学校の夏休み期間中について、平日の開館時間
を１時間繰り上げて午前９時からとします。ぜひご利用ください。
期間　平成18年７月25日（火）～８月30日（水）
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「人権の花」運動が行われる　５月29日●
竜王西小学校へ｢人権の花｣運動の一環でベコニアなどの花の苗が山

梨県人権啓発活動ネットワーク協議会から送られました。この運動は、
花を栽培することで情操をより豊かにし、生命の大切さや他人への思
いやりという基本的人権の尊重の精神を身につけてもらおうという趣
旨で行われたものです。４・５年生約120名が参加し、花の種とメッ
セージをつけた風船をみんなで空に飛ばしました。｢自分と自分以外の
人も大切にし、みんなで幸せに暮らせる社会をつくりましょう｣。この
メッセージがみんなに届きますようにという願いで、風船が空高く見
えなくなるまで見送っていました。

●５月26日
「安心・安全まちづくり研修会」を開催　

竜王新町１区では、５月の定例組長会の際に竜王交番・防犯整備士協会
から３人の講師を招き、防犯に関わる研修会を開催しました。
竜王交番の林所長より最近の市内での空き巣発生や不審者の出没状況、
自主防犯組織の取り組み方、パトロールのノウハウなどを説明してもらい、
防犯整備士協会の方からは、鍵の設置の効果的な方法や防犯ガラスと一般
のガラスの違いと効果について説明を受けました。参加した組長のみなさ
んは「防犯に強いまちづくり」を目指して真剣に話を聞いていました。

●６月　市内各地で花植え　
この時期は花壇の花の植替えの

タイミング。市民のみなさんが維
持管理している市内各地の花壇で
もそれぞれ整備が行われました。
週末の早朝を中心に、ドラゴンパ
ークの温室で育てた松葉ボタンや
ベコニアの花を、それぞれの花壇
に植付けました。しばらくすると、
松葉ボタンが花壇を覆い、道行く
人を楽しませてくれます。みなさ
んお疲れさまでした。

大学生が勉強の相談相手に　５月20日～●
市教育委員会では、中学生を対象に「自学講座」を土曜日に開催。
これは、中学生の自主学習を支援するもので、各公民館を会場に
行われ、大学生が学習の相談相手になっています。参加した中学
生にも「解らないところをす
ぐ教えてもらえる」と好評。
また教える大学生も「１対１
で教えるということは新鮮。
とても勉強になる」と話して
います。今月、２学期分の参
加者を募集します。（P24参
照）

●５月27・28日
竜王北部公民館でふれあい発表会　

竜王北部公民館で、恒例の「ふれあい発表会」が行われました。
これは竜王北部公民館利用団体協議会の主催により毎年行われ、今
年で10回目の開催になります。館内では、絵画やパッチワーク、

陶芸などが展示された
ほか、ロビーでは茶席
コーナーも設けられま
した。２日目には中ホ
ールで舞台発表が行わ
れ、33の団体がダンス
や舞踊、コーラスなど
を披露しました。



甲斐市内の話題は「甲斐市Blog News」で
このページに掲載されている以外にも、市内の毎日の話題
はインターネットホームページ「甲斐市BlogNews」で紹
介しています。URL:http://mt.city.kai.yamanashi.jp/
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●６月６日　農林高校で新入生が田植え

春の大運動会　６月10日●
竜王小学校では、校舎の耐震化工事が行われるため、今
年の運動会を６月に実施。「輝く友情の輪　みんなで一緒に
広げよう」をテーマに全校児童が力を合わせて取り組んで
きた成果を披露しました。大玉ころがしや組体操、リレー
や綱引きなど赤、白、青の色別に別れて得点を競いました。
また、来年度入学予定児の宝ひろいやお年寄りとの交流競
技などもあり、地域のみなさんもいっしょに楽しんだ１日
でした。

●６月上旬　桑の実摘み園が盛況
市商工会が大垈地区で取り組んでいる「桑の実摘み園」

が話題です。遊休桑園の活用として発案され、今年で３
年目。新聞やテレビに大きく取り上げられたほか、東京
からの山梨バスツアーにも組み込まれ、週末には大型バ
スで観光客がたくさん訪れました。若い人には新しい味、
中高年には懐かしい味である「桑の実」。実の熟する期
間の関係で残念ながら２週間と短い開園したが、約
1,500人が来園しました。商工会では、この実を利用し
たジャムやワインづくりなどにも取り組んでいます。

県立農林高校では、恒例の田植え祭りが行わ
れました。これは、入学したばかりの１年生に
農業高校の基礎である米づくりを体験させるも
の。家庭が農家でない学生が増えてきた近年、
裸足で水田に入ったことのない新入生も多く、
足下のぬめっとした感触に歓声を上げながら
も、しっかりと苗を植えていきました。秋の収
穫祭では、ここから収穫したお米で餅をつくこ
とになっています。

６月１日から７日まで
の「水道週間」の一環と
して水道施設の出張点検
が行われました。この日
は、上下水道工事店協会
員のみなさんの協力で、
無料で希望のあった高齢
者の家の水道点検と簡単
な修理を行ったほか、小
中学校や幼稚園などの公
共施設の水道施設もチェ
ック。水漏れしているじ
ゃ口などの修理などを行
いました。

●６月５日　水道施設を出張点検

白根桃源文化会館で敷島吹奏楽団主催の「第４
回にじいろコンサート」が開催されました。今回
は初めて市内小・中・高校吹奏楽部も出演しての
賑やかなステージ。最後に出演団体の合同演奏で
「ビリーブ」が客席を取り巻くように披露され、
盛大な拍手を浴びていました。

にじいろコンサート　６月11日●
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平
成
18
年
度
甲
斐
市
職
員
採
用
上
級
試
験

市
で
は
、
平
成
18
年
度
の
甲
斐
市
職
員

採
用
試
験
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。
詳
し

く
は
、
試
験
案
内
を
参
照
願
い
ま
す
。

試
験
案
内
配
布
期
間

７
月
３
日
（
月
）
〜

（
土
・
日
曜
日
お
よ
び
休
日
は
除
く
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

試
験
案
内
配
布
場
所

人
事
課
（
竜
王
庁
舎
３
階
）

試
験
申
込
受
付
期
間

７
月
12
日
（
水
）
〜
８
月
２
日
（
水
）

（
土
・
日
曜
日
お
よ
び
休
日
は
除
く
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
受
付
期
間

７
月
12
日
（
水
）
〜
７
月
26
日
（
水
）

職
種

事
務
職

採
用
予
定
人
員

６
人
程
度

受
験
資
格

年
齢
要
件

昭
和
52
年
４
月
２
日
か
ら

昭
和
60
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

学
力
要
件

大
学
を
卒
業
し
た
者
、

卒
業
見
込
み
の
者
お
よ
び
同
程
度
の
　

学
力
を
有
す
る
者

住
所
要
件

平
成
18
年
４
月
１
日
現
在
、

甲
斐
市
内
に
住
所
（
住
民
登
録
）
を
有
　

す
る
者
。
た
だ
し
、
修
学
等
の
た
め

住
所
を
異
動
し
た
も
の
を
含
む
。

欠
格
事
項

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
者
は
、
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

（
１
）
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者

（
２
）
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
該
当
す
　
　

る
者

試
験
日
時
及
び
場
所

区
分

第
１
次
試
験

日
時

８
月
27
日
（
日
）

受
付
開
始
時
間

午
前
８
時
30
分

試
験
開
始
時
間

午
前
９
時

場
所

敷
島
総
合
文
化
会
館

（
甲
斐
市
島
上
条
１
０
２
０
）

０
５
５
（
２
７
７
）
４
１
１
１

■
問
い
合
わ
せ
は
…

人
事
課
（
竜
王
庁
舎
３
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
７
４

嘱
託
職
員
募
集

職
種

甲
斐
市
専
門
交
通
指
導
員

応
募
資
格

心
身
と
も
に
健
康
で
交
通

指
導
に
関
心
と
熱
意
の
あ
る
普
通
自

動
車
運
転
免
許
証
を
も
っ
て
い
る
人

業
務
内
容

幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
の

交
通
安
全
及
び
交
通
指
導

勤
務
内
容

１
日
５
時
間
と
し
、
登
下

校
の
街
頭
指
導
・
市
内
の
巡
回
な
ど

給
与

甲
斐
市
専
門
交
通
指
導
員
規
則
　

の
適
用
に
よ
る
支
給

■
問
い
合
わ
せ
は
…

総
務
課
（
竜
王
庁
舎
３
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
１

国
民
年
金
の
保
険
料
免
除
制
度
を
ご
存

じ
で
す
か

経
済
的
な
事
情
な
ど
に
よ
り
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、

申
請
し
て
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
の
納

付
が
免
除
ま
た
は
猶
予
に
な
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

①
多
段
階
免
除
制
度

前
年
の
所
得
に
応
じ
て
保
険
料
が
免

除
さ
れ
る
も
の
で
、
ご
本
人
、
配
偶

者
、
世
帯
主
の
各
々
の
所
得
を
み
ま

す
。
免
除
の
基
準
所
得
額
に
応
じ
て
、

全
額
免
除
と
半
額
免
除
の
ほ
か
、
平

成
18
年
７
月
か
ら
は
４
分
の
３
免
除

と
４
分
の
１
免
除
が
追
加
さ
れ
、
４

段
階
の
免
除
制
度
に
な
り
ま
し
た
。

②
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

30
歳
未
満
の
方
に
限
り
利
用
で
き
る

制
度
で
す
。
本
人
お
よ
び
配
偶
者
の

前
年
の
所
得
が
一
定
以
下
の
場
合
に

は
、
保
険
料
が
猶
予
さ
れ
、
保
険
料

を
後
払
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
学
生
納
付
特
例
制
度

学
生
の
方
で
前
年
の
収
入
が
な
い
、

ま
た
は
一
定
以
下
の
場
合
に
は
、
保

険
料
を
後
か
ら
納
め
る
こ
と
が
で
き

る
制
度
で
す
。

制
度
を
利
用
す
る
と
…

ど
の
制
度
を
利
用
し
た
場
合
も
老
後

の
年
金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
資
格

期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

（
た
だ
し
、
多
段
階
免
除
制
度
に
よ
り
減

額
さ
れ
た
保
険
料
を
納
め
忘
れ
る
と
資

格
期
間
に
入
り
ま
せ
ん
）

追
納
を
お
す
す
め
し
ま
す

免
除
は
老
後
の
年
金
額
が
一
部
減
額
、

若
年
者
納
付
猶
予
と
学
生
納
付
特
例
は

年
金
額
に
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
保
険
料
を
後
か

ら
納
付
（
追
納
）
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
将
来
受
け
る
年
金
額
が
少
な
く

な
ら
な
い
よ
う
、
保
険
料
の
追
納
を
お

勧
め
し
ま
す
。
た
だ
し
、
２
年
を
経
過

し
て
追
納
す
る
と
き
は
、
当
時
の
保
険

料
に
加
算
金
が
つ
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

保
険
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
５

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
は
所
得
申
告

を
忘
れ
ず
に

国
民
健
康
保
険
税
は
、
加
入
し
て
い

る
人
そ
れ
ぞ
れ
に
課
税
さ
れ
る
所
得

割
・
資
産
割
・
均
等
割
と
、
世
帯
ご
と

に
課
税
さ
れ
る
平
等
割
の
合
計
額
で
算

出
さ
れ
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
所
得
割
は
、

住
民
税
・
所
得
税
の
申
告
額
か
ら
課
税

の
対
象
と
な
る
金
額
を
計
算
し
ま
す
。

税
額
の
計
算
を
正
し
く
行
な
う
た
め
に

も
、
所
得
の
申
告
を
し
て
い
な
い
人
は

７
月
中
に
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
告
が
遅
れ
る
と
…
追
加
徴
収
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
申
告
を
し
な
い
と
…
保
険
税
が
軽
減

さ
れ
ま
せ
ん

所
得
が
無
い
、
ま
た
は
所
得
額
が
低

い
世
帯
は
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
措

置
の
対
象
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
場
合
、
世
帯
の
中
に
未
申
告
者
が

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
　
　
お
知
ら
せ 
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一
人
で
も
い
れ
ば
、
軽
減
措
置
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
所
得
の
有
無
、

金
額
の
大
小
に
関
係
な
く
必
ず
申
告
を

し
て
く
だ
さ
い
。

納
税
に
は
口
座
振
替
の
ご
利
用
を

納
税
に
は
口
座
振
替
に
す
る
と
納
付

に
行
く
手
間
が
省
け
、
納
め
忘
れ
が
な

く
便
利
で
す
。
ご
希
望
の
場
合
は
、
預

金
通
帳
、
通
帳
届
出
印
、
納
税
通
知
書

を
持
っ
て
、
取
引
金
融
機
関
ま
た
は
郵

便
局
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

保
険
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
５

下
水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

く
み
取
り
便
所
の
助
成
金
に
つ
い
て

下
水
道
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

河
川
に
流
れ
て
い
た
家
庭
の
雑
排
水
や

ト
イ
レ
の
汚
水
が
そ
の
ま
ま
下
水
道
に

流
せ
る
た
め
、
自
然
環
境
や
衛
生
面
の

向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

供
用
開
始
か
ら
３
年
以
内
に
接
続
す

る
世
帯
に
対
し
、
工
事
費
を
無
利
子
で

借
り
ら
れ
る
有
利
な
融
資
あ
っ
せ
ん
制

度
の
融
資
額
が
拡
大
し
ま
し
た
。

ま
た
、
供
用
開
始
か
ら
３
年
以
内
の

く
み
取
り
便
所
を
水
洗
便
所
に
改
造
し

て
下
水
道
に
接
続
す
る
工
事
を
行
う
使

用
者
に
対
し
、
最
高
７
万
円
の
水
洗
便

所
改
造
助
成
金
を
交
付
す
る
制
度
が
新

設
さ
れ
ま
し
た
。（
貸
住
宅
に
つ
い
て
も

助
成
し
ま
す
）
ぜ
ひ
、
こ
れ
ら
の
制
度

を
利
用
し
、
下
水
道
へ
早
め
の
接
続
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

融
資
額

一
世
帯
に
つ
き
50
万
円
ま
で

返
済
期
間

融
資
を
受
け
た
日
か
ら
３
年
以
内

返
済
方
法

毎
月
元
金
均
等
償
還

融
資
あ
っ
せ
ん
を
受
け
ら
れ
る
条
件

①
市
税
お
よ
び
下
水
道
受
益
者
負
担
金

を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

②
県
内
在
住
の
確
実
な
連
帯
保
証
人
が

一
人
い
る
こ
と

③
居
住
用
の
家
屋
（
新
築
家
屋
を
除
く
）

で
あ
る
こ
と

④
官
公
署
、
会
社
お
よ
び
そ
の
他
の
法

人
で
な
い
こ
と

●
水
洗
便
所
改
造
助
成
金
制
度

助
成
額

（
自
己
用
住
宅
・
供
用
開
始
か
ら
）

１
年
以
内
の
工
事
　
７
万
円

２
年
以
内
の
工
事
　
３
万
円

３
年
以
内
の
工
事
　
１
万
円

（
貸
住
宅
・
供
用
開
始
か
ら
）

１
年
以
内
の
工
事
　
３
万
円

２
年
以
内
の
工
事
　
１
万
円

助
成
金
を
受
け
ら
れ
る
条
件

①
接
続
工
事
の
着
手
前
に
申
請
す
る
こ
と

②
市
税
お
よ
び
下
水
道
受
益
者
負
担
金
を

滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

③
居
住
用
の
家
屋
（
新
築
家
屋
を
除
く
）

で
あ
る
こ
と

④
官
公
署
、
会
社
及
び
そ
の
他
の
法
人
で

な
い
こ
と

こ
ん
な
セ
ー
ル
ス
に
ご
注
意
を

必
要
の
な
い
増
改
築
を
強
引
に
契
約

す
る
リ
フ
ォ
ー
ム
詐
欺
な
ど
、
悪
質
な

訪
問
販
売
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
下
水
道
事
業
も
例
外
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
次
の
よ
う
な
セ
ー
ル
ス
に
は
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

・
「
市
役
所
か
ら
委
託
さ
れ
て
排
水
管

を
洗
浄
し
て
い
ま
す
。
残
る
の
は
お
宅

だ
け
で
す
よ
」（
た
か
り
商
法
）

・
「
排
水
管
の
点
検
に
来
ま
し
た
」
と
訪

問
し
て
強
引
に
清
掃
し
た
後
、
高
額
な

代
金
を
請
求
す
る
（
点
検
商
法
）
な
ど

手
口
が
巧
妙
に
な
っ
て
い
ま
す
。
対

策
と
し
て
は

※
市
役
所
で
は
排
水
管
の
点
検
・
清
掃

委
託
な
ど
は
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

点
検
や
お
試
し
な
ど
に
は
乗
ら
な
い

で
く
だ
さ
い
。

※
排
水
管
な
ど
は
、
絶
対
に
見
せ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

※
し
つ
こ
い
業
者
に
は
、
家
の
外
で
待

た
せ
て
「
市
役
所
に
確
認
す
る
」
と
告

げ
て
く
だ
さ
い
。

下
水
道
使
用
料
に
つ
い
て（
敷
島
地
区
）

下
水
道
使
用
料
は
、
水
道
水
利
用
の

場
合
は
上
水
道
の
使
用
水
量
に
応
じ
て
、

水
道
料
金
と
一
緒
に
２
か
月
に
一
度
請

求
し
ま
す
。

※
敷
島
地
区
は
、
上
水
道
が
甲
府
市
水

道
局
か
ら
、
下
水
道
は
甲
斐
市
か
ら
の

請
求
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
口
座

振
替
を
ご
利
用
に
な
る
場
合
は
別
々
の

申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
敷
島
地
区
引
越
し
の
際
の
連
絡
方
法

敷
島
地
区
に
お
住
ま
い
の
人
が
、
転

出
ま
た
は
転
居
す
る
際
は
、
お
手
数
で

も
次
の
手
順
に
よ
っ
て
連
絡
を
お
願
い

19

本年度、甲斐市消防団から甲府地区代表とし
て竜王分団、峡北地区代表として双葉分団が操
法県大会の小型ポンプ操法の部に出場します。
大会での好成績を目指し、次の日程で訓練を

行っていますのでみなさんのご理解とご協力を
お願いします。
日時 ７月28日までの月・水・金　

午後７時30分～10時
場所 敷島中学校
日時 ９月８日までの月・水・金　

午後７時30分～10時
場所 竜王北小学校、双葉中学校

甲斐市消防団は
ポンプ操法の訓練に取り組んでいます

みなさんのご理解をお願いします



し
ま
す
。
こ
の
連
絡
に
よ
っ
て
甲
府
市

水
道
料
、
甲
斐
市
下
水
道
使
用
料
を
精

算
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

①
連
絡
事
項
　
氏
名
、
住
所
、
転
出
日
、

転
出
先
、
電
話
番
号

②
甲
府
市
水
道
局
に
連
絡

電
０
５
５
（
２
２
８
）
３
３
１
１

③
甲
斐
市
下
水
道
課
に
連
絡

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
７
０

下
水
道
受
益
者
負
担
金
を
納
期
内
に
　

納
入
し
ま
し
ょ
う

平
成
18
年
度
第
１
期
の
下
水
道
受
益

者
負
担
金
の
納
期
限
は
７
月
31
日
（
月
）

で
す
の
で
、
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
５
年
分
一
括
納
付
・

１
年
分
全
納
を
選
択
し
た
人
は
、
納
期

限
を
過
ぎ
ま
す
と
前
納
報
奨
金
が
出
ま

せ
ん
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
18
年
度
の
納
期
限

第
１
期
　
平
成
18
年
７
月
31
日
（
月
）

第
２
期
　
平
成
18
年
10
月
２
日
（
月
）

第
３
期
　
平
成
18
年
11
月
30
日
（
木
）

第
４
期
　
平
成
19
年
１
月
31
日
（
水
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…

下
水
道
課
（
竜
王
庁
舎
２
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
７
０

水
道
工
事
は
指
定
業
者
で

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
移
動
の
簡
単
な

工
事
や
、
建
替
え
で
一
時
的
に
更
地
に

工
事
す
る
と
き
も
甲
斐
市
指
定
給
水
装

置
工
事
事
業
者
を
通
じ
て
工
事
の
申
請

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
知
ら
な

い
で
無
断
で
工
事
を
行
う
、
ま
た
、
指

定
以
外
の
工
事
業
者
に
工
事
を
依
頼
し

て
し
ま
う
と
、
法
律
・
条
例
で
給
水
が

受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

水
道
局
工
務
課

０
５
５
（
２
７
６
）
０
７
３
４

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
か
ら

子
育
て
ひ
ろ
ば

プ
レ
イ
ル
ー
ム
を
増
設
し
ま
し
た

新
プ
レ
イ
ル
ー
ム
で
は
、
ブ
ロ
ッ

ク
･
す
べ
り
台
･
ボ
ー
ル
プ
ー
ル
な
ど

が
あ
り
、
十
分
に
体
を
動
か
し
て
遊
べ

ま
す
。
絵
本
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
親
子
で

ゆ
っ
た
り
く
つ
ろ
げ
る
ス
ペ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
。
親
子
の
ふ
れ
あ
い
遊
び
を
楽

し
ん
だ
り
友
だ
ち
を
作
っ
た
り
、
親
子

で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

ぽ
け
っ
と
ひ
ろ
ば

親
子
の
ふ
れ
あ
い
遊
び
で
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

開
催
日

毎
週
火
・
水
曜
日

０
歳
〜
１
歳
半
児
対
象

毎
週
金
曜
日
　

１
歳
半
児
〜
３
歳
児
対
象

時
間

午
前
10
時
30
分
〜
10
時
50
分

内
容

リ
ズ
ム
遊
び
、
読
み
聞
か
せ
、

わ
ら
べ
う
た
、
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
な
ど
　

「
お
と
う
さ
ん
と
遊
ぼ
う
」
８
日
（
土
）
･

22
日
（
土
）
も
ぽ
け
っ
と
ひ
ろ
ば
を
開
催

し
ま
す
。（
１
歳
半
児
〜
３
歳
児
対
象
）

親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク
　

楽
し
い
音
楽
や
歌
で
元
気
に
遊
び
ま

し
ょ
う
。

講
師

窪
田
音
楽
教
室
（
窪
田
敏
子
先
生
）

日
時

７
月
14
日
（
金
）

１
歳
半
児
〜
３
歳
児
対
象

時
間

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

※
受
付
で
申
込
を
し
て
く
だ
さ
い

お
し
ゃ
べ
り
ぽ
け
っ
と
〈
座
談
会
〉

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
た
ち
と
経
験

者
を
交
え
て
の
楽
し
い
お
し
ゃ
べ
り
で
子

育
て
の
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
ま
し
ょ
う
。

日
時

７
月
26
日(

水)

午
前
11
時
〜

※
プ
レ
イ
ル
ー
ム
に
て
、
愛
育
会
会
員

に
よ
る
託
児
あ
り
ま
す
。

※
受
付
で
申
込
を
し
て
く
だ
さ
い
。

子
育
て
相
談

保
育
園
や
児
童
館
の
情
報
、
育
児
相

談
な
ど
プ
レ
イ
ル
ー
ム
で
子
ど
も
を
遊

ば
せ
な
が
ら
相
談
で
き
ま
す
。
面
接
相

談
の
ほ
か
電
話
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
相
談
専
用
電
話
　

０
５
５
（
２
７
７
）
１
２
６
０

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
会
員
登
録
受
付
中

子
ど
も
の
一
時
預
か
り
（
短
期
間
、
軽

易
な
も
の
）
な
ど
育
児
の
お
手
伝
い
を
し

て
い
ま
す
。

依
頼
会
員
…
…
市
内
在
住
、
生
後
３
か
　

月
の
乳
幼
児
か
ら
小
学
生
の
子
ど
も
　

が
い
る
人

協
力
会
員
…
…
市
内
在
住
、
子
ど
も
が

好
き
で
理
解
と
熱
意
の
あ
る
人

子
ど
も
を
預
か
っ
て
ほ
し
い
人
・
預

か
っ
て
く
れ
る
人
の
登
録
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
４
月
か
ら
助
成
金
制
度
が

始
ま
り
依
頼
会
員
は
よ
り
利
用
し
や
す

く
な
り
ま
し
た
。

・
通
常
利
用
時
１
時
間
あ
た
り

７
０
０
円
の
と
こ
ろ
２
０
０
円
の
助
成

・
１
回
の
利
用
に
つ
き
３
時
間
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
は
…

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
　
　

（
敷
島
第
２
庁
舎
）

０
５
５
（
２
７
７
）
１
７
６
２

保
養
所
助
成
券
を
発
行
し
ま
す

「
海
の
家
」「
山
の
家
」
の
利
用
料
金
の

一
部
を
助
成
す
る
助
成
券
を
発
行
し
て

い
ま
す
。

●
海
の
家

相
良
（
静
岡
県
牧
之
原
市
）

御
前
崎
（
静
岡
県
御
前
崎
市
）

谷
浜
（
新
潟
県
上
越
市
）

●
山
の
家

尾
白
の
森
キ
ャ
ン
プ
場
（
北
杜
市
白
州

町
）
篠
沢
･
大
滝
キ
ャ
ン
プ
場
（
北
杜
　

市
白
州
町
）
ノ
ー
ス
ラ
ン
ド
キ
ャ
ン
　

パ
ー
ズ
ビ
レ
ッ
ジ
（
甲
斐
市
上
芦
沢
）

ビ
ッ
グ
ホ
ー
ン
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

（
甲
斐
市
上
芦
沢
）

利
用
期
間

７
月
１
日
（
土
）
〜
８
月
31
日
（
木
）

利
用
券
申
請
期
限

８
月
25
日
（
金
）
ま
で

（
土
・
日
曜
日
お
よ
び
休
日
は
除
く
）

申
込
に
必
要
な
も
の

・
甲
斐
市
に
住
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か

甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

20

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
制
度
改

正
に
伴
う
更
新
期
間
の
訂
正

広
報
６
月
号
に
掲
載
の
受
給
者
証
の

更
新
期
間
を
次
の
と
お
り
訂
正
し
ま
す
。

更
新
期
間
８
月
１
日
〜
８
月
31
日



る
も
の
（
免
許
証
・
住
所
記
入
の
健
康
保

険
証
等
）

・
海
の
家
（
相
良
お
よ
び
御
前
崎
）
に
宿

泊
の
場
合
は
、
予
約
受
付
書

※
詳
し
く
は
、
広
報
６
月
号
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
申
請
･
問
い
合
わ
せ
は
…

商
工
観
光
課(
双
葉
庁
舎
２
階)

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
４

竜
王
支
所
地
域
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
６

敷
島
支
所
地
域
課
（
敷
島
庁
舎
２
階
）

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
３

第
５
回
富
士
川(

釜
無
川
）流
域
一
斉
清
掃

富
士
川
流
域
の
水
環
境
の
改
善
と
河

川
美
化
・
河
川
愛
護
を
目
的
に
、
本
年

度
も
富
士
川
流
域
県
（
山
梨
、
長
野
、
静

岡
）
で
一
斉
清
掃
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
日

本
最
古
の
大
型
治
水
施
設
「
信
玄
堤
」
を

擁
す
る
甲
斐
市
で
も
釜
無
川
流
域
に
お

い
て
一
斉
清
掃
を
行
い
ま
す
。

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
大
勢

の
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

日
時

７
月
８
日
（
土
）
午
前
６
時
〜

（
約
１
時
間
）
雨
天
決
行

（
雨
天
時
は
雨
具
を
持
参
く
だ
さ
い
）

集
合
場
所

勤
労
者
青
少
年
ホ
ー
ム
南

側
ま
た
は
釜
無
川
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
北
側
森
林
公
園
内

事
業
主
体

富
士
川
流
域
連
絡
会
（
国
土
　

交
通
省
、
甲
斐
市
ほ
か
29
関
係
機
関
）

※
軍
手
・
ご
み
袋
は
当
日
配
布
い
た
し

ま
す
。
ご
み
ば
さ
み
等
を
持
参
さ
れ
る

と
便
利
で
す

※
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
限
り
が
あ
る
た
め
、

で
き
る
だ
け
徒
歩
・
二
輪
車
・
乗
合
等

で
参
加
し
て
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ
は
…

建
設
課
（
竜
王
庁
舎
２
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
８

志
麻
の
湯
営
業
再
開
に
つ
い
て

志
麻
の
湯
は
、
配
管
修
繕
工
事
が
終

了
し
、
７
月
１
日
（
土
）
よ
り
営
業
再
開

し
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
志
麻
の
湯

０
５
５
（
２
７
７
）
１
３
１
１

親
子
の
遊
び
教
室

「
ち
び
っ
こ
は
う
す
」
の
キ
ャ
ラ
バ
ン

が
き
ま
す
。
子
ど
も
と
一
緒
に
遊
ん
だ

り
、
同
じ
く
ら
い
の
お
子
さ
ん
の
い
る

お
母
さ
ん
と
情
報
交
換
が
で
き
ま
す
。

対
象

１
歳
〜
３
歳
ま
で
の
保
育
園
・

幼
稚
園
入
学
前
の
親
子

日
時
　
７
月
13
日
（
木
）
午
前
10
時
〜
12
時

場
所

双
葉
ふ
れ
あ
い
文
化
館
和
室

定
員

20
組
（
完
全
予
約
制
）

講
師

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ち
び
っ

こ
は
う
す
「
ち
び
っ
こ
キ
ャ
ラ
バ
ン
」

参
加
料

無
料

受
付
期
間

７
月
３
日
（
月
）

午
前
９
時
〜
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

申
込
み
方
法

電
話
・
窓
口
直
接

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

21

担　当　課 工　事　名 工事場 所 （ 大字 ） 工 期 （ 契約翌日～ ） 請負金額 (円) 業　者　名 

建　　設　　課 大明神東河原線道路舗装工事 篠原地内 平成 18年 8 月 31日 3,517,500円 丸吉工業 （有） 

建　　設　　課 小川線道路舗装工事 上芦沢地内 平成 18年 8 月 31日 4,462,500円 朝日建設 （株） 

建　　設　　課 スポーツ橋天王橋線道路舗装工事 宇津谷地内 平成 18年 8 月 10日 8,872,500円 （株） 新光土木 

建　　設　　課 平見城１号線路側改修工事 上芦沢地内 平成 18年 8 月 31日 4,830,000円 （有） 真栄建設 

建　　設　　課 天沢寺村中線道路改良工事 亀沢地内 平成 18年 9 月 29日 6,604,500円 （有） 塩入工業 

建　　設　　課 中村上線土留改修工事 亀沢地内 平成 18年 8 月 31日 4,777,500円 滝口建設 （株） 

建　　設　　課 大久保環状線側溝改修工事 牛句地内 平成 18年 8 月 31日 3,318,000円 （有） 田中興業 

建　　設　　課 天狗沢大久保線道路改良工事 天狗沢地内 平成 18年 10月 16日 24,255,000円 （有） 藤原建設 

建　　設　　課 滝坂希望ヶ丘線側溝改修工事 竜地地内 平成 18年 8 月 10日 3,885,000円 （株） 佐野建設 

建　　設　　課 塩川端滝沢線法面改良工事 宇津谷地内 平成 18年 9 月 29日 16,065,000円 （有） 柳本土木 

建　　設　　課 上志田地内水路改修工事 志田地内 平成 18年 8 月 10日 4,830,000円 桜田工業 

建　　設　　課 篠原地区公園調整池ポンプ取替工事 篠原地内 平成 18年 7 月 14日 2,887,500円 （株） 山梨日立 

建　　設　　課 市営田畑団地受水槽供給装置取替工事 宇津谷地内 平成 18年 6 月 30日 1,470,000円 荏原実業 （株） 山梨営業所 

駅周辺整備室  竜王駅南口線道路改良工事 （ １工区 ）(明許 ) 竜王新町地内 平成 18年 7 月 14日 1,491,000円 新和工業 （有） 

下　水　道　課 甲斐市公共下水道舗装復旧工事 （双 18-1） 下今井地内 平成 18年 8 月 25日 13,650,000円 （株） 中村建設 

下　水　道　課 甲斐市公共下水道管渠布設工事 （竜 18-4工区 ） 篠原地内 平成 18年 10月 30日 30,922,500円 四谷建設 （株） 

下　水　道　課 甲斐市公共下水道管渠布設工事 （竜 18-8工区 ） 万才地内 平成 18年 10月 30日 22,050,000円 羽黒工業 （株） 

下　水　道　課 甲斐市公共下水道管渠布設工事 （竜 18-18工区 ） 竜王地内 平成 18年 8 月 4 日 8,106,000円 竜新土木 

教 育 総 務 課  甲斐市立玉幡小学校扇風機設置工事 西八幡地内 平成 18年 6 月 30日 3,937,500円 （有） 川久保電気 

教 育 総 務 課  甲斐市立竜王北小学校扇風機設置工事 竜王地内 平成 18年 6 月 30日 4,567,500円 長坂電業社 

教 育 総 務 課  甲斐市立竜王中学校扇風機設置工事 篠原地内 平成 18年 6 月 30日 6,751,500円 （有） 小笠原電気工業 

敷島支所地域課 神明温泉志麻の湯地下ピット内漏湯配管改修工事 島上条地内 平成 18年 6 月 26日 6,195,000円 （株） レイコー 

平成１８年５月２３日　入札 



子
育
て
支
援
課
（
敷
島
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
５

第
３
回
甲
斐
市
民
親
善
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会

市
体
育
協
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

協
会
主
催
の
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る

大
会
で
す
。
上
位
入
賞
者
は
９
月
17
日

開
催
の
山
梨
県
体
育
祭
り
の
甲
斐
市
代

表
と
な
り
ま
す
。

日
時

７
月
23
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
ま
で
に
受
付

場
所

敷
島
総
合
公
園
多
目
的
運
動
場

参
加
資
格

市
内
在
住
者（
中
学
生
以
上
）

参
加
料

無
料

※
用
具
の
貸
出
あ
り

申
込
方
法

７
月
13
日
（
木
）
ま
で
に
電
　

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

初
心
者
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

主
催

市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会

日
時
（
全
５
回
）

竜
王
・
敷
島
会
場

午
前
６
時
〜
７
時
30
分

７
月
23
日
（
日
）
30
日
（
日
）

８
月
５
日
（
土
）
12
日
（
土
）
20
日
（
日
）

双
葉
会
場

午
前
９
時
〜
10
時
30
分
　

７
月
23
日
（
日
）
30
日
（
日
）

８
月
６
日
（
日
）
13
日
（
日
）
20
日
（
日
）

場
所

竜
王
会
場

釜
無
川
ス
ポ
ー
ツ
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

敷
島
会
場

中
下
条
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

双
葉
会
場

双
葉
ス
ポ
ー
ツ
公
園
テ
ニ

ス
コ
ー
ト

対
象
者

市
内
在
住
の
小
学
校
３
年
生

以
上
か
ら
一
般
ま
で
　

指
導
者

市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
指
導

者
（
有
資
格
者
）

募
集
定
員

各
会
場
20
名

申
込
締
切

７
月
21
日
（
金
）
ま
で

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

体
育
協
会
事
務
局

（
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

子
ど
も
水
泳
教
室

甲
斐
市
水
泳
部
の
指
導
の
も
と
、
初

心
者
を
対
象
に
水
泳
の
基
礎
技
術
を
身

に
つ
け
て
安
全
に
泳
げ
る
能
力
を
養
い

ま
す
。

主
催

市
教
育
委
員
会

日
時

７
月
22
日
（
土
）
23
日
（
日
）

25
日
（
火
）
26
日
（
水
）
27
日
（
木
）

（
全
５
回
）
午
後
６
時
30
分
〜
午
後
８
時

場
所

敷
島
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

参
加
料

無
料

対
象
者

市
内
在
住
小
学
生

募
集
定
員

40
名
（
親
の
同
伴
可
）

受
付
開
始

７
月
３
日
（
月
）

午
前
９
時
か
ら
電
話
受
付

持
ち
物

水
着
・
タ
オ
ル
・
水
泳
キ
ャ
ッ

プ
（
水
泳
キ
ャ
ッ
プ
は
必
ず
着
用
）
・

ゴ
ー
グ
ル
（
必
要
な
子
ど
も
）

カ
ヌ
ー
体
験
教
室

未
経
験
者
を
対
象
に
基
礎
技
術
を
身

に
つ
け
ま
す
。

主
催

市
教
育
委
員
会

日
時

７
月
27
日
（
木
）
第
１
グ
ル
ー
プ
　

８
月
３
日
（
木
）
第
２
グ
ル
ー
プ
　

午
前
９
時
〜
11
時
　

場
所

南
巨
摩
郡
身
延
町
「
富
士
川
ク
ラ

フ
ト
パ
ー
ク
」
内
カ
ヌ
ー
場

※
バ
ス
に
て
送
迎
が
あ
り
ま
す
。

参
加
料

無
料

対
象
者

市
内
在
住
小
学
４
年
生
〜

中
学
３
年
生

募
集
定
員

40
名
（
各
日
20
名
）

受
付
開
始

７
月
５
日
（
水
）

午
前
９
時
か
ら
電
話
受
付

持
ち
物

着
替
え
（
下
着
も
含
む
）
・
タ

オ
ル
・
サ
ン
ダ
ル
・
水
着

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

甲
斐
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ン
推
進
委
員
会

委
員
の
募
集

市
で
は
、「
甲
斐
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ン
」

を
効
果
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た

め
、
甲
斐
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ン
推
進
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
者

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
、

男
女
共
同
参
画
に
興
味
が
あ
り
、
地

域
へ
の
推
進
活
動
に
意
欲
の
あ
る
人

任
期

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

活
動
内
容

男
女
共
同
参
画
推
進
事
業

の
企
画
・
運
営
、
各
地
区
で
の
啓
発

活
動
、
講
演
会
等
の
開
催
、
研
修
会

学
習
会
へ
の
参
加
な
ど

応
募
人
数

５
人

※
応
募
者
が
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
書

類
に
よ
る
選
考
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

応
募
方
法

履
歴
書
お
よ
び
「
男
女
共
同
参
画
社
会

の
今
と
こ
れ
か
ら
」
を
テ
ー
マ
と
す
る

作
文
（
８
０
０
字
程
度
）
を
作
成
し
、

郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限

７
月
20
日
（
必
着
）

郵
送
先

甲
斐
市
篠
原
２
６
１
０
　

甲
斐
市
役
所
企
画
課

■
問
い
合
わ
せ
は
…

企
画
課
（
竜
王
庁
舎
２
階
）

電
０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
２

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

募
集
住
宅

市
営
田
畑
団
地

１
号
館
４
０
３
号
・
２
号
館
３
０
１
号

（
甲
斐
市
宇
津
谷
４
６
５
８-

２
番
地
）

市
営
川
辺
町
団
地
２
０
１
号
　
　
　
　

（
甲
斐
市
島
上
条
９
４-

１
番
地
）

募
集
戸
数

田
畑
団
地
２
戸
（
３
Ｄ
Ｋ
）

川
辺
町
団
地
１
戸
（
３
Ｄ
Ｋ
）

選
考

市
営
住
宅
の
入
居
基
準
で
行
い

ま
す
。
な
お
、
同
居
親
族
が
あ
る
希
望

者
を
優
先
し
ま
す
。

募
集
方
法

申
込
は
ど
ち
ら
か
１
団
地
に
限
り
ま

す
。
両
方
へ
の
申
込
は
出
来
ま
せ
ん
。

申
込
用
紙
を
竜
王
庁
舎
は
建
設
課
、
敷

島
庁
舎
お
よ
び
双
葉
庁
舎
は
地
域
課
で

配
布
し
ま
す
の
で
、
期
日
ま
で
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
入
居
者
は
審
査
の
う

え
決
定
し
ま
す
が
、
該
当
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
を
行
い
ま
す
。

申
込
期
間

７
月
３
日
（
月
）
〜
10
日
（
月
）

（
土
・
日
曜
日
お
よ
び
休
日
は
除
く
）

甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
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● 竜王北部公民館こどもふれあい教室 
■ 受付開始… 7月 6日 （ 木 ） 午前９時から電話で受 付 （ 定員になり次第締切 ） ■ 受講対象者… 市内在住小学４年生以上　 ■ 受講料 … 無 料 
■申し込み・問い合わせは…竜王北部公民館 055（ 276） 7511

講座名 内容 定員 期間・時間 講師 教材費 /持ち物 

みんなでチャレンジ！ 
こども電気教室 

電気の安全な使い方をクイズを含めて紹 
介。 蓄電池の用途や種類の勉強をし 、備 
長炭で電池を作ります 。 

20人 
8月 10日 （ 木 )・ 8月 11日 (金 )
どちらか一回 
午前 10時 00分～ 11時 30分 

(財)関東電気 
保安協会 無料 /筆記用具 

講座名 内容 定員 期間・時間 講師 教材費 /持ち物 

こども囲碁教室 囲碁を親切に初歩から教えます 。 20人 
全 5回 7月 29日～ 8月 26日 
毎週土曜日 
午後 1時 30分 ～ 3時 30分 

甲斐市文化協会 
囲碁部敷島支部 無料 /筆記用具 

● 敷島公民館こどもふれあい教室 
■ 受付開始… 7月 6日 （ 木 ） 午前９時から電話で受 付 （ 定員になり次第締切 ） ■ 受講対象者… 市内在住小中学生　 ■ 受講料 … 無 料 
■申し込み・問い合わせは…敷島公民館 055（ 277） 4111

楽しい手話教室 手話でのあいさつ 、 会話 、 歌などを学び 
ます 。 

20人 
全 8回 8月 19日～ 3月 17日 
毎月第 3土曜日 
午後 1時～ 2時 30分 

手話サークル 
ミルキーウェイ 
のみなさん 

無料 /筆記用具 

● 双葉公民館こどもふれあい教室 
■ 受付開始… 7月 4日 （ 火 ） 午前９時から電話で受 付 （ 定員になり次第締切 ） ■ 受講対象者… 市内在住小学生　 ■ 受講料 … 材料費のみ 
■申し込み・問い合わせは…双葉公民館 0551（ 20） 3666

リサイクル・クラフト 

講座名 内容 定員 期間・時間 講師 教材費 /持ち物 

物作りの楽しさを味わいましょう 。 
①ニョロニョロへび②卓上メモクリップ 
③デコパージュ風小物入れ④万華鏡 
（ 見本が公民館にあります ） 

親子木工教室 
（ 手提げトレーの組み 

立てと絵付け ） 

親子のふれあいを深め 、 一緒に力をあわ 
せて作りましょう 。 夏休みの工作として 
も最適 。 （ 見本が公民館にあります ） 

10組 
全 2回 
7月 22日 （ 土 ） ・ 7月 23日 （ 日 ） 
午前 9時 30分～ 11時 30分 

木工芸家 
岩下　修 

700円/絵筆 
エプロン 

小学生 
20人 

全 4回　隔週土曜日 
7月 15・ 29日 
8月 12・ 26日 
午前 9時 30分～ 11時 30分 

リサイクルクラフト 
「 おひさまキッズ 」 
のみなさん 

1,000円 

● 双葉公民館シニア教室 (60歳以上） 
■ 受付開始… 7月 4日 （ 火 ） 午前９時から電話で受 付 （ 定員になり次第締切 ） ■ 受講対象者… 市内在住者 
■ 受講料 … 無料 （ 講座により材料費がかかります ） 
■申し込み・問い合わせは…双葉公民館 0551（ 20） 3666

講座名 内容 定員 期間・時間 講師 教材費 /持ち物 

生きいき 
高齢～幸齢体操 

夏場での身体のだるさを解消。 
腰痛・肩こりにもとっておきの体操です。 
 

30人 

全 4回 
8月 1日～ 9月 5日 
毎週火曜日 （ 15日を除く ） 
午後 7時 30分～ 9時 

トータルコンデ 
ィショニングオ 
フィス　マッス 
ル・ケア・ジャ 
パン 
代表 石原政文 

無料/バスタオル 
（ ヨガマット 、 
キャンピングマ 
ットでも可 ）タ 
オル動きやすい 
服装 

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

抽
選
日

７
月
20
日
（
木
）（
予
定
）

午
前
10
時
〜
（
田
畑
団
地
）

午
後
２
時
〜
（
川
辺
町
団
地
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…

建
設
課
（
竜
王
庁
舎
２
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
８

平
成
18
年
事
業
所
・
企
業
統
計
調
査

調
査
員
の
募
集

全
国
の
す
べ
て
の
民
営
事
業
所
を
対

象
と
し
た
事
業
所
・
企
業
統
計
調
査
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
９
月
か
ら
10
月
中
旬

に
、
調
査
員
と
し
て
従
事
で
き
る
人
を

募
集
し
ま
す
。

調
査
員
資
格

・
20
歳
以
上
で
、
調
査
活
動
が
で
き
る

健
康
な
人

・
選
挙
関
係
お
よ
び
徴
税
・
警
察
に
直

接
関
係
の
無
い
人

・
調
査
で
知
り
得
た
こ
と
な
ど
、
秘
密

の
保
持
が
で
き
る
人

・
平
日
に
行
わ
れ
る
、
説
明
会
等
に
出

席
で
き
る
人

主
な
仕
事
　
調
査
員
説
明
会
へ
の
出
席

担
当
調
査
区
の
確
認
、
調
査
票
の
配

布
と
回
収
、
調
査
票
の
点
検
、
整
理

と
提
出

報
酬

国
の
基
準
に
基
づ
く

募
集
期
限

７
月
20
日
（
木
）

申
込

指
定
の
事
業
所
・
企
業
統
計
調

査
調
査
員
登
録
カ
ー
ド
に
必
要
事
項

を
記
入
し
本
人
が
窓
口
へ
持
参
（
登
録

カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
竜
王
庁
舎
は
企

画
課
、
敷
島
庁
舎
お
よ
び
双
葉
庁
舎

甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
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は
市
民
課
に
あ
り
ま
す
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…

企
画
課
（
竜
王
庁
舎
２
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
２

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
ツ
ア
ー

参
加
者
募
集

甲
斐
市
勤
労
者
協
議
会
で
は
、
サ
マ
ー

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
行
う
東
京

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
ツ
ア
ー
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。

申
込
受
付
日
に
先
着
順
で
締
め
切
り

ま
す
。

日
時

８
月
23
日
（
水
）
午
前
７
時
〜

集
合
場
所

敷
島
総
合
文
化
会
館
駐
車
場

帰
宅
予
定
時
間

午
後
11
時
30
分

募
集
人
数

３
０
０
人

参
加
資
格

市
内
在
住
者
・
在
勤
者
・

家
族
（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

【
参
加
申
込
】

受
付
日

７
月
29
日
（
土
）

午
前
９
時
〜
10
時
30
分

受
付
場
所

敷
島
総
合
文
化
会
館
玄
関
前

参
加
料（
入
場
料
含
む
）

・
大
人
（
６
、
５
０
０
円
）

・
中
高
校
生
（
６
、
０
０
０
円
）

・
４
歳
か
ら
小
学
生
（
５
、
０
０
０
円
）

・
３
歳
以
下
（
２
、
０
０
０
円
）

持
ち
物

印
鑑
・
参
加
料
・
勤
労
者
協

議
会
会
費
（
３
０
０
円
・
加
入
済
の

人
は
不
要
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…

商
工
観
光
課
（
双
葉
庁
舎
２
階
）

０
５
５
１(

２
０)

３
６
５
４

柳
荘
大
弐
学
問
ま
つ
り

山
縣
大
弐
お
よ
び
門
下
生
等
役
募
集

日
程

９
月
23
日
（
土
）
秋
分
の
日

対
象

山
県
大
弐
　
成
人
男
性
１
名

門
下
生
等
　
中
学
生
以
上
の
男
子
８
名

内
容
　
そ
れ
ぞ
れ
の
扮
装
を
し
て
参
道

を
仮
装
行
列
し
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
は
…

商
工
観
光
課
（
双
葉
庁
舎
２
階
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
４

竜
王
支
所
地
域
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
６

ド
ラ
ゴ
ン
フ
ェ
ス
タ

出
店
者
募
集

日
程

10
月
８
日
（
日
）
※
雨
天
決
行

場
所

赤
坂
台
総
合
公
園
（
ド
ラ
ゴ
ン
パ

ー
ク
）

資
格

市
内
で
活
動
し
て
い
る
団
体
、

グ
ル
ー
プ
（
個
人
は
除
く
）

募
集
数

50
店
程
度

募
集
期
間

７
月
14
日
（
金
）
〜
８
月
４
日
（
金
）

出
店
料
等

１
ブ
ー
ス
１
０
、
０
０
０
円

（
机
２
、
イ
ス
４
を
含
む
）
追
加
は

別
途
徴
収
。（
机
１
、
０
０
０
円
／
台
、

イ
ス
３
０
０
円
／
脚
）

そ
の
他

出
店
場
所
は
実
行
委
員
会
が

決
定
し
、
申
込
多
数
の
場
合
は
期
間

中
で
も
締
め
切
り
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
募
集

日
程

10
月
８
日
（
日
）

対
象

健
康
な
人
（
男
女
問
わ
ず
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

ド
ラ
ゴ
ン
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
事
務
局

商
工
観
光
課
（
双
葉
庁
舎
２
階
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
４

竜
王
支
所
地
域
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
６

大
学
生
と
い
っ
し
ょ
に
勉
強
し
よ
う

市
で
は
５
月
か
ら
中
学
生
対
象
の
自
学

講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
講
師
は
教
員

を
め
ざ
す
山
梨
大
学
の
学
生
で
、
自
主
学

習
支
援
の
た
め
の
学
習
相
談
を
無
料
で
気

軽
に
行
え
る
も
の
で
す
。
今
回
２
学
期
分

の
募
集
を
行
い
ま
す
。
１
学
期
に
申
し
込

ん
だ
人
も
受
け
付
け
ま
す
。

日
時
　
７
月
22
日
（
土
）
か
ら

12
月
16
日
（
土
）
ま
で
の
16
回
（
７
月

22
・
29
日
、
８
月
12
日
、
９
月
２
・
９
・

16
・
23
日
、
10
月
７
・
21
・
28
日
、
11
月

11
・
18
・
25
日
、
12
月
２
・
９
・
16
日
）

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

場
所

学
校
ご
と
に
指
定
し
た
公
民
館

・
竜
王
中
学
校
の
生
徒

竜
王
北
部
公
民
館
・
竜
王
南
部
公
民
館

・
玉
幡
中
学
校
の
生
徒
　

竜
王
中
部
公
民
館
・
竜
王
南
部
公
民
館

・
竜
王
北
中
学
校
の
生
徒
　

竜
王
北
部
公
民
館

・
敷
島
中
学
校
の
生
徒
　

敷
島
公
民
館
（
敷
島
総
合
文
化
会
館
）

・
双
葉
中
学
校
の
生
徒
　
双
葉
公
民
館

定
員

各
公
民
館
毎
回
20
名
程
度

※
希
望
者
が
多
い
場
合
は
上
級
生
優
先
と

し
参
加
日
・
時
間
帯
を
指
定
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
欠
員
が
出
た
場
合

は
申
込
者
か
ら
追
加
し
ま
す
。

※
他
の
人
に
迷
惑
を
か
け
た
場
合
は
、
参

加
を
取
り
消
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

３
学
期
分
は
、
12
月
に
募
集
し
ま
す
。

申
込
先

７
月
3
日
（
月
）
に
各
中
学
校

か
ら
生
徒
を
通
じ
て
申
込
書
を
配
布

し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
学
級
担
任
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
（
保
護
者
の
同
意
が
必
要
）。
決
定

通
知
は
学
校
を
通
じ
て
発
送
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

甲
斐
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
　
　

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
７

平
成
17
年
度
自
衛
官
等
募
集
案
内

●
２
等
陸
・
海
・
空
士
　
陸
上
（
技
術
系

除
く
）
は
２
年
、
海
上
・
航
空
は
３
年
を

１
任
期
と
し
て
任
用
（
以
降
２
年
１
任
期
）

資
格

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

受
付
期
間

８
月
１
日
〜
９
月
８
日

試
験
日

９
月
24
日
（
男
子
）

９
月
25
日
（
女
子
）

●
曹
候
補
士
（
陸
・
海
・
空
）
入
隊
後
３

年
経
過
以
降
選
考
に
よ
り
３
等
陸
・

海
・
空
曹
へ

資
格

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

受
付
期
間

８
月
１
日
〜
９
月
８
日

試
験
日

９
月
16
日

●
一
般
曹
候
補
学
生
（
陸
・
海
・
空
）

教
育
期
間
約
２
年
終
了
後
３
等
陸
・

海
・
空
曹

資
格

18
歳
以
上
24
歳
未
満
の
者

受
付
期
間

８
月
１
日
〜
９
月
８
日

試
験
日

９
月
16
日

●
航
空
学
生
（
海
・
空
）

飛
行
機
・
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
養
成
コ
ー

ス
　
入
隊
後
６
年
で
幹
部
昇
任

資
格

高
卒
（
見
込
）
21
歳
未
満
の
者

甲
斐
市
広
報
誌
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受
付
期
間

８
月
１
日
〜
９
月
８
日

試
験
日

９
月
23
日

●
防
衛
大
学
校
学
生
　
修
学
年
限
４
年

卒
業
後
１
年
で
幹
部
自
衛
官
に
昇
任

資
格

高
卒
（
見
込
）
21
歳
未
満
の
者

受
付
期
間

推
薦
　
９
月
５
日
〜
９
月
７
日
　

一
般
　
９
月
８
日
〜
９
月
29
日

試
験
日

推
薦
　
９
月
23
日
・
24
日
　

一
般
　
11
月
11
日
・
12
日

●
防
衛
医
科
大
学
校
学
生
　
修
学
年
限

６
年
　
医
師
免
許
取
得
後
は
幹
部
自
衛

官
に
昇
任

資
格

高
卒
（
見
込
）
21
歳
未
満
の
者

受
付
期
間

９
月
８
日
〜
９
月
29
日
　

試
験
日

11
月
４
日
・
５
日
　

●
看
護
学
生
　
修
学
年
限
３
年
　
看
護

師
免
許
取
得
後
２
等
陸
曹
に
昇
任

資
格

高
卒
（
見
込
）
24
歳
未
満
の
者

受
付
期
間

９
月
８
日
〜
９
月
29
日
　

試
験
日

10
月
15
日
　

■
問
い
合
わ
せ
は
…

自
衛
隊
山
梨
地
方
連
絡
部
本
部
　

０
５
５
（
２
５
３
）
１
５
９
１

南
ア
ル
プ
ス
募
集
セ
ン
タ
ー
　

０
５
５
（
２
８
３
）
５
１
５
０

無
料
法
律
相
談

離
婚
、
相
続
、
土
地
、
建
物
の
賃
貸

借
、
交
通
事
故
、
損
害
賠
償
、
サ
ラ
金

等
の
消
費
者
問
題
な
ど
を
受
け
付
け
ま

す
。
関
係
資
料
を
持
参
し
、
相
談
内
容

を
ま
と
め
て
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

相
談
内
容
は
厳
秘
扱
い
で
す
。

日
時

７
月
14
日
（
金
）
午
後
１
時
〜
４
時

場
所

竜
王
北
部
公
民
館

定
員

12
人
（
１
人
あ
た
り
の
相
談
時
間

は
30
分
と
な
り
ま
す
）

担
当

山
梨
県
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士

申
込
受
付

７
月
11
日
（
火
）
午
後
５
時

20
分
〜
５
時
35
分
ま
で
電
話
受
付

（
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、
相
談
日

前
日
ま
で
の
業
務
時
間
内
で
受
付
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

市
民
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
４

※
無
料
法
律
相
談
は
、
次
の
会
場
で
も

行
っ
て
い
ま
す
。（
電
話
に
よ
る
予
約
制
）

・
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー（
甲
府
市
丸
の
内

１
ー
８
ー
５
県
民
情
報
プ
ラ
ザ
２
階
）

０
５
５
（
２
２
３
）
１
３
６
６

・
山
梨
学
院
大
学
法
科
大
学
院
法
律
事
務
　

所
（
甲
府
市
酒
折
２
ー
４
ー
５
）

０
５
５
（
２
２
４
）
１
９
４
０

あ
な
た
も
裁
判
員
に

平
成
21
年
５
月
ま
で
に
開
始
さ
れ
る

裁
判
員
制
度
。「
法
廷
に
な
ん
て
、
一
生

縁
が
な
い
」
と
思
っ
て
い
る
あ
な
た
も
、

選
ば
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
制

度
を
広
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
市

内
各
所
で
裁
判
員
制
度
を
テ
ー
マ
と
し

た
中
村
雅
俊
監
督
・
出
演
の
「
裁
判
員
制

度
ー
も
し
あ
な
た
が
選
ば
れ
た
ら
」
を
上

映
し
ま
す
。
ド
ラ
マ
形
式
の
映
画
と
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
家
族
で
是
非
ご

覧
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所

７
月
26
日
（
水
）
午
後
２
時
〜
３
時
30
分
　

敷
島
総
合
文
化
会
館
視
聴
覚
室

７
月
27
日
（
木
）
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

竜
王
図
書
館
視
聴
覚
室

７
月
29
日
（
土
）
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

双
葉
ふ
れ
あ
い
文
化
館
視
聴
覚
室

入
場
料

無
料
（
事
前
申
し
込
み
不
要
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
文
化
課

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
８

ギ
ャ
ラ
リ
ー
紹
介

竜
王
北
部
公
民
館

甲
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●７月11日（火）は臨時休館します。

●宝くじ文化公演「レニングラード国立バレエ」
～華麗なるクラシックバレエ・ハイライト～
170余年の歴史と伝統を誇る名門バレエ劇場の「レニ
ングラード国立バレエ」が名作バレエの名場面ばかりを
華やかに繰り広げます。
日時 ７月20日（木）午後６時開場　午後６時30分開演
入場料 一般3,000円　高校生以下2,000円　全席指定
（宝くじの助成により通常料金の約半額となっていま
す。）（未就学児の同伴、入場はお断りいたします。）

●平成18年度文化庁本物の舞台芸術体験事業
劇団コーロ「聖（さとし）の青春」

難病と闘いながら、29年の短い生涯を生き抜いた天
才棋士村山聖の生涯を家族、師匠、棋士仲間との愛情、
友情、葛藤をからめながら力強く描く舞台です。
日時 ７月22日（土）午後１時30分開場　午後２時開演
対象 原則として小学校４年生から高校生までの児童、

生徒およびその保護者・教員
入場料 無料（要鑑賞券）
※鑑賞券はふれあい文化館事務室の他、市内各公民館で
配布しています。

●優秀映画鑑賞推進事業
漫画や児童文学をもとに、子どもや老人の眼から家族
や社会を見つめた1990年代の秀作を上映します。
日時 ９月９日（土）午後零時半開場　午後１時上映開始

「櫻の園」出演＝中島ひろ子、つみきみほ他
「大誘拐」出演＝北林谷栄、緒形拳他　
９月10日（日）午後零時半開場　午後１時上映開始
「お引越し」出演＝田畑智子、中井貴一他
「毎日が夏休み」出演＝佐野史郎、風吹ジュン他

料金 １日券300円、２日とおし券500円　全席自由
※入場券はふれあい文化館事務室の他、市内各プレイガ
イドで取り扱っております。
■問い合わせは･･･甲斐市双葉ふれあい文化館ホール

事務室　 0551（20）3660



展
示

「
ク
ロ
ー
バ
ー
」（
粘
土
工
芸
）

期
間

８
月
８
日
（
火
）
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
は
…

０
５
５
（
２
７
６
）
７
５
１
１

「
夏
休
み
親
子
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

工
作
教
室
」
参
加
者
募
集

日
時

８
月
２
日
（
水
）
〜
５
日
（
土
）

午
前
の
部
　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午
　
　

午
後
の
部
　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

対
象

県
内
在
住
の
小
学
校
３
年
生
〜

６
年
生
＊
必
ず
保
護
者
が
１
人
同
伴

し
て
く
だ
さ
い
。

定
員

午
前
、
午
後
の
部
各
20
組

応
募
方
法

電
話
申
込
（
定
員
に
な
り
次

第
締
切
）

参
加
料

無
料

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
は
…

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

０
５
５
（
２
７
８
）
１
２
１
１
　

悪
質
な
訪
問
販
売
に
ご
注
意

消
防
法
が
改
正
さ
れ
、
新
築
住
宅
で

は
平
成
18
年
６
月
１
日
か
ら
、
既
存
の

住
宅
で
は
平
成
23
年
６
月
１
日
か
ら
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
に
便
乗
し
て
、
火
災

警
報
器
を
高
額
で
売
り
つ
け
た
り
、
規

格
外
の
商
品
を
必
要
以
上
に
販
売
す
る

な
ど
の
、
悪
質
な
訪
問
販
売
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

消
防
署
等
の
公
的
機
関
の
職
員
が
、

商
品
を
売
り
歩
い
た
り
、
販
売
を
委
託

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
く
れ

ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
訪
問
販
売
は
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
対
象
商
品
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

山
梨
県
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー

０
５
５
（
２
３
５
）
８
４
５
５

甲
府
地
区
消
防
本
部
　
予
防
課

０
５
５
（
２
２
２
）
１
２
９
１

峡
北
地
区
消
防
本
部
　
予
防
課

０
５
５
１
（
２
２
）
３
３
１
１

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
開
始
の

お
知
ら
せ

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
が
４
月

か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
開
始
、
７
月
か
ら
山
梨

放
送
と
テ
レ
ビ
山
梨
で
も
始
ま
り
ま
す
。

地
上
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
は
２
０

１
１
年
７
月
24
日
ま
で
に
終
了
し
、
現

行
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
受
信
機
や
デ
ジ

タ
ル
非
対
応
の
共
聴
施
設
は
そ
の
ま
ま

で
は
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
を
視
聴

す
る
に
は
、
①
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対

応
の
テ
レ
ビ
に
買
い
換
え
る
②
地
上
デ

ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
買
い
足
す
③
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
済
み
の
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
で
視
聴
す
る
な
ど
の
方
法
が

あ
り
ま
す
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
開
始
に

便
乗
し
た
架
空
請
求
な
ど
の
悪
質
商
法
が

発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、
不
審
な
請
求
書

や
配
布
物
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
の
受
信
に

関
す
る
相
談
、
問
い
合
わ
せ
は
…

総
務
省
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ

甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
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甲
府
地
区
広
域
事
務
組
合

ふ
る
さ
と
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

テ
ー
マ
は
、
自
分
た
ち
の
住
ん
で

い
る
地
域
の
自
然
、
風
景
、
伝
統
芸

能
、
祭
り
、
催
し
、
特
産
品（
ぶ
ど
う
、

桃
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
な
ど
）、
名
所
、
史

跡
、
旧
跡
、
思
い
出
の
場
所
、
ま
た

自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
地
域
の
将

来
、
未
来
、
夢

締
　
切

９
月
８
日
（
金
）
必
着

応
募
対
象

甲
府
市
、
甲
斐
市
、
中
央

市
お
よ
び
昭
和
町
在
住
の
小
・
中
学
生

作
品
サ
イ
ズ

・
Ｂ
４
画
用
紙

（
39
×
27
ｃ
ｍ
）

・
作
品
の
裏
面
に

タ
イ
ト
ル
（
テ
ー
マ

に
関
連
し
た
も

の
）、
住
所
、
氏
名

（
必
ず
カ
ナ
を
ふ

る
）、
性
別
、
学
校

名
、
学
年
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

・
作
品
は
１
人
１
点
と
し
未
発
表
の

も
の
に
限
り
ま
す
。
応
募
作
品
は
、

原
則
と
し
て
返
却
し
ま
せ
ん
。

・
作
品
の
版
権
、
著
作
権
は
甲
府
地

区
広
域
行
政
事
務
組
合
に
帰
属
す
る

も
の
と
し
ま
す
。

各
　
賞
　
・
最
優
秀
賞
（
10
点
）、

優
秀
賞
（
12
点
）、
佳
作
（
30
点
）

各
賞
の
発
表
及
び
表
彰

・
最
優
秀
賞
に
つ
い
て
は
カ
レ
ン
ダ

ー
を
作
成
し
て
関
係
機
関
に
配
布

・
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
は
、
本
人
に

通
知
の
う
え
表
彰
式
に
お
い
て
表
彰

・
各
賞
入
選
作
品
は
、
各
市
町
へ
巡

回
展
示

・
応
募
者
全
員
に
記
念
品
配
布

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
は
…

甲
府
市
伊
勢
三
丁
目
８
ー
23

甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
事
務

局
　

０
５
５
（
２
２
８
）
７
６
４
１

甲
府
市

甲
府
大
好
き
ま
つ
り

花
火
や
祭
り
パ
レ
ー
ド
、
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
り
だ
く
さ
ん
。

各
所
に
祭
り
屋
台
も
登
場
し
ま
す
。

日
時

８
月
19
日
（
土
）
午
後
５
時
〜

場
所

中
央
商
店
街
・
舞
鶴
城
公
園

■
問
い
合
わ
せ
は
…

甲
府
大
好
き
ま
つ
り
実
行
委
員
会
　

甲
府
市
丸
の
内
１
ー
18
ー
１
　

０
５
５
（
２
３
７
）
５
７
０
２
　
　

中
央
市

シ
ル
ク
の
里
納
涼
の
夕
べ
06'

日
　
時

８
月
14
日(

月)

午
後
５
時
〜

場
　
所

中
央
市
豊
富
農
村
広
場

(

中
央
市
役
所
豊
富
庁
舎
と
な
り)

内
　
容

お
楽
し
み
抽
選
会
、
民
謡
、
花
火

大
会
な
ど

※
抽
選
番
号
つ
き
う
ち
わ
は
、
午
後

６
時
か
ら
会
場
内
で
配
布
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

中
央
市
役
所
観
光
振
興
課

０
５
５
（
２
７
４
）
８
５
８
２



ン
放
送
受
信
相
談
セ
ン
タ
ー

０
５
７
０
（
０
７
）
０
１
０
１

山
梨
県
企
画
部
情
報
政
策
課

０
５
５
（
２
２
３
）
１
４
１
６
　

０
５
５
（
２
２
３
）
１
４
２
１

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
名
称
変
更

中
巨
摩
東
部
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
は
、
７
月
１
日
か
ら
「
峡
中
広
域
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」
に
名
称
変
更
し
ま

し
た
。

会
員
の
仕
事
は

軽
作
業
、
技
能
（
植
木
の
手
入
れ
、
簡

単
な
大
工
仕
事
、
塗
装
作
業
、
縫
製
な

ど
）、
公
園
な
ど
の
管
理
、
表
具
･
表
装
、

筆
耕
、
家
事
･
援
助
（
清
掃
、
食
事
の
支

度
、
老
人
の
話
し
相
手
な
ど
）
他
シ
ル
バ

ー
の
活
動
目
的
に
ふ
さ
わ
し
い
と
思
わ

れ
る
仕
事

会
員
に
な
る
に
は

健
康
で
働
く
意
欲
が
あ
り
、
甲
斐

市
・
中
央
市
・
昭
和
町
に
お
住
ま
い
で
、

原
則
60
歳
以
上
の
セ
ン
タ
ー
の
趣
旨
に

賛
同
す
る
人
で
あ
れ
ば
会
員
に
な
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
毎
月
１
回
入
会
説
明

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

日
時

毎
月
第
３
水
曜
日
（
祝
祭
日
の
場

合
は
翌
日
）
午
後
１
時
30
分
〜

場
所

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
議
室(

甲
斐
市
篠
原
２
６
４
４-

３)

持
ち
物

筆
記
用
具
、
印
鑑
、
本
人
名
　

義
の
口
座
番
号
、
セ
ン
タ
ー
年
会
費
　
　

１
、
５
０
０
円

（
互
助
会
年
会
費
５
０
０
円
含
む
）

※
説
明
会
に
参
加
す
る
場
合
は
、
事
前

に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
　

０
５
５
（
２
７
９
）
６
６
２
６

平
成
18
年
度
甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務

組
合
消
防
職
員
採
用
試
験

第
１
次
試
験
日
　
８
月
12
日
（
土
）

試
験
会
場

山
梨
学
院
大
学

試
験
申
込
受
付
期
間

７
月
12
日
（
水
）
〜
７
月
21
日
（
金
）

（
土
・
日
曜
日
お
よ
び
休
日
は
除
く
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

住
所
要
件

平
成
18
年
７
月
12
日
以
前

か
ら
引
き
続
き
甲
府
市
、
甲
斐
市
（
旧
竜

王
町
お
よ
び
旧
敷
島
町
に
限
る
）
中
央
市

お
よ
び
昭
和
町
に
住
所
を
有
し
て
い
る

人
。（
修
学
の
た
め
転
出
中
の
人
も
可
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
７
月
３
日
（
月
）
か

ら
配
布
す
る
（
土
・
日
曜
日
お
よ
び

休
日
は
除
く
）
試
験
案
内
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

消
防
本
部
人
事
課

０
５
５
（
２
２
２
）
１
２
４
９

平
成
18
年
度
峡
北
広
域
行
政
事
務
組
合

消
防
職
員
採
用
試
験

採
用
予
定
人
員
　
若
干
名

試
験
申
込
受
付
期
間

７
月
12
日
（
水
）
〜
８
月
２
日
（
水
）

（
土
・
日
曜
日
お
よ
び
休
日
は
除
く
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

住
所
要
件
　
平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
引

き
続
き
韮
崎
市
、
北
杜
市
お
よ
び
甲
斐
市

（
旧
双
葉
町
）
に
住
所
を
有
し
て
い
る
人
。

（
修
学
等
の
た
め
転
出
中
の
人
も
可
）

※
申
込
書
お
よ
び
試
験
実
施
要
綱
等
は

７
月
５
日
（
水
）
か
ら
峡
北
広
域
行
政

事
務
組
合
総
務
課
で
配
布
し
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
実
施
要
綱
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

峡
北
広
域
行
政
事
務
組
合
総
務
課

０
５
５
１
（
２
２
）
３
３
１
１

甲
斐
市
広
報
誌
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夏の交通事故防止県民運動
この運動は７月21日（金）から８月20日（日）まで実施さ

れます。交通事故の多発や暴走族の活動の活発化が予想さ
れる夏休みと夏の行楽シーズンに、交通安全運動を推進し、
交通ルールの遵守と正しい交通マナーの実践を徹底し、交
通事故の防止を図ることを目的としています。
運動のスローガンは、
１　高齢者と子どもの交通事故防止
２　飲酒運転等悪質・危険な運転の追放　
３　シートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
４　運転中の携帯電話等使用等禁止の徹底
となっています。
県民の皆さん、交通ルールを守り安全で快適な交通環境

を作っていくために、この運動に積極的に参加しましょう。

警 察 官 採 用 の お 知 ら せ
平成18年度山梨県警察官採用試験を実施します。
◆警察官Ａ（平成19年４月採用　第２回目）
採用予定人員　男性26名程度、

男性（武道指導）2名程度、女性２名程度
警察官Ｂ（平成19年４月採用）
採用予定人員　男性18名程度、女性２名程度
受付期間　　７月26日（水）～８月25日（金）

電子申請は８月18日(金)まで
第１次試験日　９月17日（日）
◆試験に関する問い合わせ・採用試験案内請求先
山梨県警察本部警務課人事担当

055（235）2121（代表）
70120（314）874（採用専用フリーダイヤル）
山梨県人事委員会事務局　 055（223）1821
山梨県下各警察署・交番・駐在所
県警察ホームページ　　　

http：//www.pref.yamanashi.jp/police



中身の入っているもの、汚れのひどいものは収
集できません。必ず中身を使い切り汚れを取った
（ラップ、フタ等を取り軽くゆすぐ）きれいな物だ
けを各地区で行っている資源（有価）物収集等に出
してください。

ゴミ収集作業中、ゴミ処理施設でカセットボン
ベやスプレー缶が原因と見られる火災、爆発事故
が多発しています。

中身の入ったままのカセ
ットボンベやスプレー
缶をそのままゴミ
として出すと、
パッカー車（ゴ
ミを圧縮して積
み込む収集車）
への積み込み作
業中や、ゴミを
粉砕するゴミ処理

施設内で火災、爆発
することがあります。

特にカセットコンロが各家庭に定着し始めた現
在、火災、爆発事故が後を絶ちません。
火災、爆発事故は収集車、処理施設が壊れるば

かりか、人身事故など大きな事故につながる恐れ
があります。そして、ゴミ処理施設修理には多額
の費用がかかるほか、修理中にはごみ収集が出来
なくなり、みなさんの生活に支障が生じます。
カセットボンベ、スプレー缶は必ず中身を使い

切り、2か所以上缶に穴をあけて各地区のゴミの
出し方の手引きに従い出しましょう。

■問い合わせは…
環境課（双葉庁舎１階）
0551（20）3653

竜王支所地域課（竜王庁舎１階）
055（278）1666
敷島支所地域課（敷島庁舎２階）
055（277）3113

該当するもの 該当しないもの 

精肉・鮮魚用白色
トレイ、青果の白
色トレイ 

色付き・柄物トレイ、
カップメンの容器、納
豆の容器、持ち帰り弁
当の発砲スチロール製
容器 

カセットボンベ・スプレー缶が爆発
カセットボンベ・スプレー缶は中身を使い切
り、穴をあけてください

「信玄堤ホタルゆめ銀河の会」（平林
久芳代表）が「平成18年度山梨県環境保
全功績者表彰」を受賞しました。
この賞は、山梨県が環境活動に顕著な

功績がある個人や団体に対し、毎年行っ
ているものです。
信玄堤ホタルゆめ銀河の会は平成８年

８月に設立し、ホタルとホタルのエサと
なるカワニナの保護および繁殖など生育
環境の保全につとめています。
釜無川スポーツ公園、信玄橋北側で主

に活動しており、信玄橋においては毎年
ホタルが羽化する時期に観賞会を行って
います。

山梨県環境保全功績者表彰を受賞

生ゴミの出し方
生ゴミは水気が多いほど腐りやすく、嫌

な臭いもします。
この臭いを防ぐため、ゴミの量を減らす

ためにも、生ゴミは水気をよく切ってから
出しましょう。

プラスチック製容器包装品の排出ルール
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家庭等において伐採されたせ
ん定枝を粉砕処理します。

◎玉幡中学校北側の市有地
日程
7月は次の日がお休みです。
毎週金曜日、祝日（17日）
◎自然休養村管理センター（敷島総合公園入口）
日程
7月は次の日がお休みです。
毎週月・水・木・土曜日
受入時間 午前9時～正午、午後1時～4時
対象となる枝
せん定枝の長さは２ｍ以下、直径10cm以下の

ものに限ります。
果樹のせん定枝についても対象とします。
＊葉っぱ類、根の部分、腐食した物、金属類の
付いた物および草・竹などは受入しませんの
で注意してください。

＊営利目的で伐採したせん定枝の持ち込みは出
来ません。
なお、粉砕処理したチップは市内在住の人に

限り無料で差し上げています。せん定枝受け入
れ時間中であればいつでも取りに来ていただい
て結構です。
希望する人は、チップを入れる袋などを持参

して、係員の指示に従ってください。

容器包装ゴミは、家庭ゴミの約60％（容積比）
の割合を占めるといわれています。
市では、資源を大切にし、ゴミを減らすため、

プラスチック製容器包装品（その他プラ・白色ト
レイ）の収集を行っています。
プラスチック製容器包装品とは、商品を入れ

た容器や包装で商品が消費されたり、分離され
た場合に不要になるプラスチック製のもので、
食料品・日用品の容器や、レジ袋、トレイなど
があります。
容器包装以外のバケツや洗面器などのプラス

チックでつくられた日用雑貨品は対象ではあり
ません。

代表的なプラスチック製容
器包装品（その
他プラ）

※ボトルのうち飲料・しょうゆ用ＰＥＴボトル
はＰＥＴボトルとして分別され
ます。

の色付き・柄物トレイはその他
プラにお出しください。

形    状 

玩具のケース、鶏卵ケース、化
粧品のケース 
 
食用油・ソース・ドレッシング
のボトル、洗剤容器、シャンプ
ー・リンスの容器 
 
カップ麺の容器、プリン・ゼリ
ー・ヨーグルトの容器、マーガ
リンの容器 
 
鮮魚用・精肉用トレイ、惣菜用
トレイ、青果用トレイ、和菓子
用トレイ、持ち帰り用寿司皿 
 
わさび・からし等のチューブ、
歯磨きのチューブ、マヨネーズ・
ケチャップのチューブ 
 
お菓子・パン等の袋、弁当・プ
リン等に付随するスプーンの袋、
衣料品（シャツ・肌着など）の
袋、詰替用洗剤・シャンプー等
の袋、レジ袋 
 
ＰＥＴボトルのラベル・キャッ
プ、電気製品の緩衝材、メロン・
りんご等果物用緩衝材 

プラスチック製容器包装対象品 

その他 

箱（ケース） 

ボトル※ 

カップ 

トレイ 

チューブ 

袋 

せん定枝粉砕処理

プラスチック製容器包装品のリサイクル
～ゴミの60％は容器包装品～

白色トレイの代表例
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●乳幼児予防接種

＊麻しん風しん混合予防接種の予診票は、各医療機関に設置してあります。

＊日本脳炎予防接種については平成17年５月30日より引き続き積極的勧奨を差し控えます。

●麻しん、風しんの予防接種
麻しん（はしか）と風しん対策をより一層強化するため、４月より麻しん・風しん予防接種が混合ワク

チンとなり、接種回数も２回接種となりました。対象年齢については、第１期（１回目）12か月から24
か月未満の人、第２期（２回目）５歳以上７歳未満で就学１年前から就学前日までの人（いわゆる年長児）
です。

なお、6月より再度一部改正があり、麻しん・風しん単独予防接種についても定期予防接種と定め
られました。対象年齢内の人でどちらか片方のみ接種済の人、またはどちらか片方の病気にかかって
しまった人はそれぞれ単独の予防接種を受けることができます。

予防接種指定医療機関

■問い合わせは…
健康増進課（敷島庁舎１階） 055（277）4735 竜王支所地域課（竜王庁舎１階） 055（278）1666
双葉支所地域課（双葉庁舎１階） 0551（20）3651
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 指定医療機関 住　　所 電話番号 

 林野医院 西八幡2436 055（276）2816 

 保坂医院 富竹新田410 055（276）2619 

 竜王リハビリテーション病院 万才287-7 055（276）1155 

 清水内科循環器科 篠原1429-1 055（279）3366 

 中沢クリニック 竜王3091 055（276）8111 

 杉田小児科医院 篠原2763-1 055（279）2088 

 芦沢内科小児科医院 玉川159-1 055（279）3355 

 竜王レディースクリニック 篠原2199 055（279）4132 

 竜王共立診療所 富竹新田231-1 055（279）8611 

 保坂メディカルクリニック 篠原2189-1 055（230）6550 

 三枝病院 竜王新町1440 055（279）0222 

 大久保医院 島上条213-3 055（277）2129 

 指定医療機関 住　　所 電話番号 

 小山医院 島上条492-1 055（277）5102 

 志鎌整形外科 長塚2 055（277）6761 

 敷島クリニック 中下条246 055（277）8300 

 大沢医院 長塚115-11 055（277）1020 

 大房整形外科眼科医院 島上条714-1 055（230）9200 

 桜こどもクリニック 中下条1900 055（267）0505 

 中島医院 下今井88-1 0551（28）2181 

 双葉クリニック 竜地4710-1 0551（28）6789 

 本橋医院 岩森79-1 0551（28）6130 

 響ヶ丘整形外科 竜地2563-14 0551（30）8100 

 ふたば内科消化器科医院 竜地2795-10 0551（28）8227

内　　容 

ＢＣＧ、三種混合、麻しん風
しん混合、日本脳炎、第2期
ジフテリア・破傷風二種混合 

種　別 

個別接種 

接種方法 持ち物 

母子健康手帳 
予診票、保険証 

事前に指定医療機関に予約を入れ、接種を行ってください。 
なお、市内指定医療機関外で接種を希望される場合は申請が必要と  
なりますので、下記までご相談ください。 

接　　種　　歴 
麻しんのみ接種している人 
風しんのみ接種している人 
麻しん、風しん両方とも接種している人 
麻しん、風しん両方とも未接種の人 

第１期（12か月以上24か月未満） 
○（ただし、風しんの単独予防接種を接種） 
○（ただし、麻しんの単独予防接種を接種） 

× 
○ 

第2期（年長児） 
○ 
○ 
○ 
○ 



●乳幼児健診
受 付 時 間 午後１時30分～２時
持参するもの 母子健康手帳、バスタオル、保険証、送付の問診票（1.6歳、２歳、３歳児健

診のみ）、歯ブラシ（11か月、1.6歳、２歳、３歳　＊普段使用しているもの）
◎午前中の受付は致しません。
※３歳児視聴覚・尿検査再検査日（午前９時～11時）：7月 3日（月）敷島保健福祉センター

7月13日（木）竜王保健福祉センター

日程、会場の変更希望のある人は、事前にご連絡ください。なお、対象の人には個人通知します。

●離乳食教室
離乳食の作り方を学び、みんなで情報交換ができる教室です。
受　付 午後1時15分～1時30分

（教室 午後1時30分～4時頃）
持ち物 母子健康手帳、離乳食用スプ
ーン、水分補給が必要な人は、麦茶等を持参してください。
◎申し込みが必要となりますので、事前にご連絡ください。

●母子健康手帳の発行
妊娠中の心配事がありましたら、

ご相談ください。

●マタニティービクス教室
マタニティービクス（妊娠中の健康と安産のための運動療法）音楽にあわせエアロビックなエクササイズ

で妊娠中の太り過ぎや筋肉の衰えを防止することは、安産の第１歩です。そして、出産後のシェイプアッ
プへとつながります。
◎午前9時30分までに受付を済ませてください。

申し込み 申込書に医師の意見書を添え、当日お持ちください。（申込書は各庁舎に用意してあります）
持 ち 物 母子健康手帳、筆記用具、運動のできる服装、水分補給の必要な人は、お茶等を持参してくだ

さい。

●母親学級
妊娠中の過ごし方や出産後の育児について学んだり、育児における交流の場として行っています。

◎午前９時30分までに受付を済ませてください。

1
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内　　容 

4・11か月児健診 

〃 

4か月児健診 
11か月児健診 
1歳6か月児健診 

〃 
2歳児健診 
〃 

3歳児健診 
〃 

実施月日 

7月31日（月） 

7月20日（木） 

7月14日(金） 
7月13日(木） 
7月 3 日（月） 
7月 6 日(木） 
7月 4 日(火） 
7月11日（火） 
7月 5日 （水） 
7月10日（月） 

該　当　児 
4か月児：H18．3月生 
11か月児：H17．7月生 
4か月児：H18．3月生 
11か月児：Ｈ17．7月生 

H18．3月生 
H17．7月生 

H16．12月生 

H16．6月生 

H15．1月生 

対象地区 

敷島 

双葉 

竜王 
竜王 

敷島・双葉 
竜王 
竜王 

敷島・双葉 
竜王 

敷島・双葉

実 施 場 所 

敷島保健福祉センター 

双葉保健福祉センター 

竜王保健福祉センター 
竜王保健福祉センター 
双葉保健福祉センター 
竜王保健福祉センター 
竜王保健福祉センター 
敷島保健福祉センター 
竜王保健福祉センター 
双葉保健福祉センター 

 内　　容 実施月日 該 当 児  実 施 場 所 
 後期の離乳食教室 7月 7 日（金） H17．9 月生 双葉保健福祉センター 
 前期の離乳食教室 7月19日（水） H18． 1 月生 敷島保健福祉センター 

発 行 時 間  
場 所  
持 ち 物  

開庁時間（午前８時30分～午後５時15分） 
健康増進課（敷島庁舎）、竜王支所地域課、双葉支所地域課 
印鑑 

内　　　容 
第４課　歯科教室 

（歯科衛生士、保健師） 
第５課　お産のリハーサル 

（助産師、保健師） 
第６課　赤ちゃんを迎える準備教室 

（保健師） 

実施月日 
7月 3 日（月） 
午前9時30分～正午 
7月10日（月） 
午前9時30分～正午 
7月18日（火） 
午前9時30分～正午 

対　　象 
甲斐市に在住する 
5か月過ぎの妊婦 

甲斐市に在住する 
8か月過ぎの妊婦 

実施場所 

敷島保健福祉センター 

持参するもの 
母子健康手帳、筆記用具 
＊第４課 
　普段使用している歯ブラシ 

内　　　容 
 

マタニティービクス 
（講師）マタニティービクスインストラクター、助産師、保健師 

実施月日 
 

7月12日（水） 
午前9時30分～正午 

対　　象 
 

甲斐市に在住する 
５か月過ぎの妊婦 

実施場所 
 

敷島保健福祉センター 



●人間ドック受診申し込み
申込期間 7月3日（月）～７月10日（月）
対 象 者 40歳以上の人
＊社会保険本人は対象外です。
申込場所　健康増進課（敷島庁舎１階）、竜王支所地域

課（竜王庁舎１階）、双葉支所地域課（双葉
庁舎１階）

申込方法 健康保険証と印鑑を持参してください。受
診券を発行します。申し込みの際に委託医
療機関から受診医療機関を選んでいただき
ます。

※総合健診申込書とは別に申請が必要です。
料　　金 委託医療機関によって受診料が異なりま

す。市では、検査項目により次のとおり金
額を補助します。
○基本検診のみの人は、30,000円
基本検診に加え
○前立腺がん検査を含む人は、31,000円
○子宮がん検査、または乳がん検査
（マンモグラフィー検査）
どちらか一方を含む人は、32,000円
○子宮がん検査と乳がん検査
（マンモグラフィー検査）
両方含む人は、33,000円
○自己負担金は約6,000円～8,000円です。
（オプションは自己負担です）

委託医療機関 社会保険山梨病院健康管理センター、甲府共立病
院総合健診センター、甲府市医師会健康管理セン
ター、山梨県厚生農業協同組合連合会健康管理セ
ンター、中沢クリニック、竜王リハビリテーショ
ン病院、竜王共立診療所、赤坂台病院、石和温泉
病院クアハウス石和

＊申し込みは、12月まで毎月期間を区切って受付。
＊医療機関への受診予約は、受診券の発行後になります。

●健診受診調査および総合健診申し込みについて
平成18年度も市では総合健診（5～9月）を実施し

ています。
「健診受診調査及び総合健診申込書」にて総合健診
を申し込まれた人へは健診セットを健診日2週間位前
に送付いたします。
＊子宮ガン検診においても同様に「健診受診調査及
び総合健診申込書」にて申し込み受け付け受診券
を送付いたします。
下記の時期になっても届かない人はご連絡ください。
双葉地区　双葉地区での総合健診は終了しました。
竜王地区　7月中旬頃
敷島地区　7月下旬頃
＊転入等により総合健診（及び子宮ガン検診）の申
し込みがまだの人はお問い合わせください。

●総合健診結果説明会
健診は受けただけでは意味がありません。生活習

慣を改善することが一番大切です。生活習慣を見直
し、改善に努め、より健康な生活が送れるよう役立
てていただくために結果説明会をおこないます。
双葉地区

受付時間
①午前９時30分～10時
②午後１時30分～２時
③午後３時～３時30分

対象 総合健診を受けた人
持参するもの ｢総合健診結果説明会について｣の用紙
＊日程変更希望の人は、ご連絡ください。
■問い合わせは…
健康増進課（敷島庁舎１階） 055（277）4735
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■問い合わせは…
健康増進課（敷島庁舎１階） 055（277）4735 竜王支所地域課（竜王庁舎１階） 055（278）1666
双葉支所地域課（双葉庁舎１階） 0551（20）3651

●不妊治療費助成事業について
市では、平成18年４月から新規事業として、

不妊治療のうち、保険外診療である特定不妊治療
（体外受精及び顕微受精）については、１回の治
療費が高額で経済的負担が重いため、その軽減を
図ることを目的として、費用の一部を助成します。
（対象者）
１．夫婦のどちらかが申請時に１年以上継続して

甲斐市に住所を有していること
２．法律上の婚姻をしており、特定不妊治療（体

外受精及び顕微受精）以外の治療法によって
は妊娠の見込がないかまたは極めて少ないと
医師に判断された夫婦であること

３．夫婦の所得合計額が650万円未満であること
※所得額は児童手当における所得計算方法を
準用します。

（助成額）
１年度当たり10万円を限度に通算２年間
（手続き）
治療が終了した日から起算して１年以内に申請書
等を市に提出する。なお、平成18年４月１日以
降に開始された治療であること。
※申請に必要な書類は下記までお問い合わせくだ
さい。

健診受診日 説明会日 受付時間 場　所

5月30日（火） 7月5日（水） ①②③ 双葉公民館

5月31日（水） 7月6日（木） ①②③ 双葉保健福祉センター

6月13日（火） 7月11日（火） ①②③ 双葉保健福祉センター

6月14日（水） 7月12日（水） ①②③ 双葉公民館

6月22日（木） 7月21日（金） ①②③ 双葉保健福祉センター

6月23日（金）
7月24日（月） ②

双葉保健福祉センター
7月25日（火） ②③

6月26日（月） 7月26日（水） ①②③ 双葉保健福祉センター

6月27日（火）
7月28日（金） ②③

双葉公民館
7月31日（月） ②



●運動教室
生活習慣病予防のため、

ご自身の生活改善をしたい
と思っている人を対象に次
の日程で運動教室を実施し
ます。
対象者　高血圧、肥満、糖
尿病、高脂血症など何らか

の異常があり運動の必要な人、各健康教室終了者
（糖尿病教室、ヘルシー教室等）で引き続き食事、
運動等の相談を希望される人
内　容 軽運動、健康相談
日　時 7月26日（水）午後1時30分～3時
場　所 敷島保健福祉センター
※運動のできる服装でお出かけください。

■問い合わせは…
健康増進課（敷島庁舎１階） 055（277）4735
竜王支所地域課（竜王庁舎１階） 055（278）1666
双葉支所地域課（双葉庁舎１階） 0551（20）3651

●水中ウォーキング・個別運動指導
集団で行う水中ウォーキング教室を、受講できない

次の人を対象に、個別運動指導を行います。予約制。
場　所 敷島保健福祉センター内歩行浴プール

対象者 市内在住者で次の人
・病院などに通っていて、運動を勧めら
れるが長時間運動できない人

・体力、高齢、疾病などで、集団指導を
受けるのが困難な人
安全のため、かかりつけ医師の診断書
(費用の補助はありません)が必要な場
合もあります。

申込方法等 聞き取りの上、予約制になりますの
で、敷島保健福祉センターに直接(月曜日以外)申し
込んでください。

●個別運動指導の実施について
日常生活での健康づくりに役立つ、効果的な運

動をおこなうための、健康運動指導士による運動
プログラム作成及び実践指導を行います。
日　時 7月5日、19日（水） 午後４時～５時
場　所 敷島保健福祉センター内軽運動室
費　用 無料　ただし施設利用料(1回100円)必要
持ち物 運動靴/運動のできる服装

予約制（希望日をご連絡ください）

■問い合わせは…
敷島保健福祉センター　 055（277）7311
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●いきいき健康教室
介護予防を中心に様々なテーマでの健康教室。

●脳のいきいき教室
市では、市内４か所の在宅介護支援センターに委託し、市と共催で認知症予防のための教室を開催します。

■問い合わせは…高齢福祉課（敷島庁舎１階） 055(277)3116

テーマ・講師 日時 場所 対象者 問い合わせ（委託先）

脳もこころもリフレッシュ
帝京医療福祉専門学校 介護科 小田切てる美講師

７月８日（土）
午前10時30分～12時

竜王四区公会堂
甲斐市竜王1241-1 興味関心のある人 めぐみ荘在宅介護支援センター

055(278）0881

～物忘れなどの予防教室～
グループホーム「めだかの学校」幡野 直史・鈴木 千春

７月15日（土）
午後2時40分～

笠石公民館
甲斐市宇津谷2703-2 興味関心のある人 「ひかりの里」双葉在宅介護支援センター

0551(28）5545

脳のいきいき教室
在宅介護支援センター敷島荘職員

７月13日（木）
午後1時30分～3時

東町公会堂
甲斐市中下条1668 興味関心のある人 在宅介護支援センター敷島荘

055(277）8818

●介護予防教室
市内４か所の在宅介護支援センターに委託し、市と共催で介護予防のための教室を開催します。

テーマ・講師 日時 場所 対象者 問い合わせ（委託先）
高齢者の口腔ケアについて
「ひかりの里」双葉在宅介護支援センター 歯科医師　鈴木千春・同職員 細田美和・保坂かおり

７月15日（土）
午後１時30分～

笠石公民館
甲斐市宇津谷2703-2 興味関心のある人 「ひかりの里」双葉在宅介護支援センター

0551(28）5545

テーマ・講師 日時 場所 対象者

楽しくリズムに合わせて健康づくり
日本3B体操協会公認指導者 山田富士枝 7月 6 日（木）午前11時30分～正午 百楽泉 多目的ホール

興味関心のある人どなたでも
お口の健康講座
山梨歯科衛生士会監事　牛山京子 7月20日（木）午前11時30分～正午 百楽泉 研修室

食生活・栄養について
佐野栄養士 7月14日（金）午後1時～1時30分 志麻の湯 ことぶきセンター

楽しくリズムに合わせて健康づくり
日本3B体操協会公認指導者 山田富士枝 7月26日（水）午後1時～1時30分 志麻の湯 ことぶきセンター

音楽療法～音楽と心～
ミュージックラボ やまなし音楽療法士 青柳 伸二

７月25日（火）
午前10時～11時30分

竜王南部公民館
甲斐市西八幡1976－１ 興味関心のある人 竜王在宅介護支援センター(竜王保健福祉センター内)

055(279）1113

自宅で簡単に続けられる体操
在宅介護支援センター敷島荘職員

７月17日（月）
午後1時～2時30分

東町公会堂
甲斐市中下条1668 興味関心のある人 在宅介護支援センター敷島荘

055(277）8818

転倒骨折予防教室
健康運動指導士 依田武雄

７月19日(水)
７月26日(水)
８月２日(水)
８月９日(水)
８月18日(金)
８月23日(水)
午前10時～11時30分
全６回コース

竜王北部公民館
甲斐市篠原2600

○65歳以上で運動に
支障のない方
○６回連続で参加
できる方
○人数15名（先着順）

竜王在宅介護支援センター
(竜王保健福祉センター内)
055(279）1113
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●富士川流域一斉清掃 
　午前6：00 
　信玄堤 
●青空市場 　　　　　
午前9：00　敷島総合
文化会館前駐車場　 

　午後2：00　吉沢農協 

 
 
  
 

●いきいき健康教室 
　午前11:30 
　百楽泉研修室 
●８月分学校体育施設 
　一斉開放受付　 
　午後7：00 双葉公民館 
●９月分社会体育施設 
　一斉開放受付　 
　午後8：00 双葉公民館 

●休館日 
●野菜即売会  
　午前8：30 　JA玉幡 
●行政相談　　　　　　
午後1:30～4:00  
　竜王北部公民館 
●いきいき健康教室 
　午後1:00 
　志麻の湯 

●いきいき健康教室 
　午前11:30～ 
　百楽泉多目的ホール 

●野菜即売会 
　午前8：30　JA玉幡 
●市民相談 
　午後1:30～4:00  
　敷島総合文化会館 
 
 

●休館日 
 
  
 

●野菜即売会 
　午前8：30　JA玉幡 
●市民相談 
　午後1:30～4:00  
　竜王南部公民館 
●家庭相談室定例相談会 
　午後1:30～3:30  
　敷島庁舎福祉相談室 

●休館日 
 
  
 

●休館日 
 
  
 

 ●無料法律相談（予約制） 
　午後1:00～4:00  
　竜王北部公民館 
●いきいき健康教室 
　午後1:00 
　志麻の湯 
 

 

●青空市場 　　　　　
午前９：００　敷島総合
文化会館前駐車場　 

　午後2：00　吉沢農協 
●「ＮＨＫラジオ深夜便の
つどい」公開収録 
　午後1：30～ 
　双葉ふれあい文化館ホ
ール 

 

●青空市場 　　　　　
午前9：00　敷島総合
文化会館前駐車場　 

　午後2：00　吉沢農協 

●青空市場 　　　　　
午前9：00　敷島総合
文化会館前駐車場　 

　午後2：00　吉沢農協 

●青空市場 　　　　　
午前9：00　敷島総合
文化会館前駐車場　 

　午後2：00　吉沢農協 

●休館日 
 

●一般予定● 
 
 
 

青少年の非行問題に取り組む全国強調月間 
「社会を明るくする運動」強調月間 
「愛の血液助け合い運動」月間 
海の月間 
河川愛護月間 
海岸愛護月間 

282726

22212019

15141312
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●野菜即売会　　　　
午前8：30　JA玉幡 
●市民相談 
　午後1:30～4:00  
　双葉公民館 



 
 

 

日 月 火 

●休館日 
 

 

 

JULY

 ●休館日 
 

 
 

●休館日 
 

77
●休館日 
 
  
 

●休館日 
 
  
 

 ●休館日 
 
  
 

 

●双葉地区河川清掃 
●甲斐市消防団非常召
集訓練 

　午前6：00　 
　矢木羽湖　 
 

●第３回市民親善グラウンド・
ゴルフ大会 午前8：30～
敷島総合公園運動場 

 

●休館日 
●８月分学校体育施設・
９月分社会体育施設
開放随時受付開始 
 
  
 

●野菜即売会 
　午前9：00　JA竜王 
 

（12日・26日の午後１時から５時まで市内在住障害者および市内在住満６５歳以上無料開放） 

●休館日 
 

 
 

海の日 

 
　固定資産税第２期納期限 
　国民健康保険税第２期納期限 

●子どもクラブ親睦 
　球技大会　 
　（竜王・敷島地区大会） 

252423

1817

3 42

10 11

16

9

3130

凡
　
例 

　水道　休日当番 

日 修理工事店 電話番号 
長井工業 
山口設備 
長井工業 
山口設備 
山梨相互 
公栄設備 
山梨相互 
公栄設備 
吉澤設備 
塩入工業 
吉澤設備 
塩入工業 
小澤設備 
長田設備 
小澤設備 
長田設備 
小澤設備 
長田設備 
勝又設備 
宝実水道 
勝又設備 
宝実水道 

１（土） 
 

２（日） 
 

８（土） 
 

９（日） 
 

15（土） 
 

16（日） 
 

17（月） 
 

22（土） 
 

23（日） 
 

29（土） 
 

30（日） 

※なお、次の字名の甲斐市牛句・大久保・
境・大下条・中下条・長塚・島上条・天狗
沢の方は、甲府市水道局区域になりま
すので甲府市水道局へ問合せ願います。 
■甲府市水道局 
　　055（228）3311

055（276）8575 

055（277）2222 

055（276）8575 

055（277）2222 

055（276）5210 

055（277）5790 

055（276）5210 

055（277）5790 

055（276）3118 

055（277）3356 

055（276）3118 

055（277）3356 

055（276）4548 

055（277）3401 

055（276）4548 

055（277）3401 

055（276）4548 

055（277）3401 

055（276）7827 

055（224）4642 

055（276）7827 

055（224）4642 

 

●休館日 
 

○下水道指定店（追加） 
・（有）新津工業 
　南アルプス市小笠原874-1 
　　055（282）3487 
　■問い合わせは… 
　下水道課（竜王庁舎２階） 
　　055（278）1678 
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赤坂の高台にある地上22メートル「ドラゴンパーク展望塔７階展望フロア」が、
夏季期間の7月から9月の間、利用時間が夜10時まで延長されます。 

古紙配合率100％再生
紙を使用しています 

この印刷物は環境にやさしい 
大豆油インキで印刷しています 

■利用時間 午前９時～午後５時／無料（年間） 
 午後５時～午後10時／３歳以上１回１００円（７月～９月） 
■休館日 月曜日（月曜日が祝日のときは翌日）年末年始（12月29日～１月３日） 
■問い合わせは… 緑化推進課（竜王庁舎２階）　 ０５５（２７８）１６７１ 

　涼しい夜風に吹かれながら展望フロアから一望できる甲府盆地の美しい夜景をお楽しみください。 
 なお、午前９時から午後５時までは従来どおり無料ですが、午後５時以降の夜間時間帯のご利用は、３歳以上
１００円の利用料金がかかります。 

※ドラゴンパークはペットの入園や花火、火気の使用はできません。また、ゴミ箱も設置しておりませんのでゴ
ミはお持ち帰りいただいています。ご協力をお願いします。なお、周辺道路は駐車禁止となっています。車で
来園する人は必ず駐車場をご利用ください。 

夏の夜間開放 
ドラゴンパーク展望塔 

展望塔の利用案内 


